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二
○
○
四
年
九
月
一
一
日
～
十
日
、
高
山
節
也
拠
点
リ
ー
ダ
ー
と
筆
者
は
、
上
海
・

杭
州
に
出
張
し
、
日
本
漢
文
に
関
す
る
資
料
調
査
と
研
究
者
交
流
芋
を
行
っ
た
。
本

稿
は
そ
の
資
料
調
査
に
関
す
る
報
告
で
あ
る
。

我
々
の
ｎ
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
日
本
漢
文
学
研
究
の
世
界
的
拠
点
の
構

築
」
で
は
、
（
１
）
日
本
漢
文
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、
（
２
）
研
究
者
間
の
交

流
、
（
３
）
研
究
者
・
書
誌
専
門
家
の
養
成
、
（
４
）
漢
文
教
育
の
振
興
、
を
４
つ

の
柱
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
資
料
調
査
が
持
つ
意
義
は
、
（
１
）
の
基
礎
デ
ー
タ
収

集
の
た
め
の
作
業
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
（
３
）
の
書
誌
専
門
家
養
成
の
た
め
の
実

習
の
場
と
し
て
も
欠
か
せ
な
い
。
か
つ
、
（
１
）
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
た
め
の
世

界
規
模
の
文
献
調
査
を
、
我
々
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
達
成
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
り
、
こ
の
実
現
に
は
国
内
外
の
日
本
漢
文
資
料
所
蔵
機
関
、
ま
た
は
日
本

漢
文
学
及
び
近
接
領
域
の
研
究
者
と
の
協
力
体
制
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に

お
い
て
、
（
１
）
は
（
２
）
の
課
題
と
も
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。

資
料
紹
介

在
外
曰
本
漢
文
資
料
探
訪
ｉ
上
淳
杭
州

緒
巨

実
際
、
事
情
不
案
内
、
か
つ
時
間
の
限
ら
れ
た
海
外
に
お
け
る
資
料
調
査
で
は
、

事
前
調
査
が
成
否
を
わ
け
る
。
今
回
は
王
宝
平
主
編
『
中
国
館
蔵
和
刻
本
漢
籍
書
目
』

（
杭
州
大
学
出
版
社
、
’
九
九
二
・
『
中
国
館
蔵
日
人
漢
文
書
目
」
（
杭
州
大
学

出
版
社
、
一
九
九
七
）
が
一
つ
の
指
針
と
な
っ
た
。
各
図
書
館
一
両
日
程
度
の
調
査

で
、
所
蔵
す
る
日
本
漢
文
資
料
す
べ
て
に
詳
細
な
書
誌
調
査
を
行
う
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
の
で
、
予
め
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
い
た
資
料
を
一
日
十
点
程
度
実
見
し
、
後
は

時
間
の
許
す
限
り
カ
ー
ド
目
録
・
冊
子
目
録
か
ら
関
係
資
料
を
拾
い
だ
し
た
。
そ
う

い
う
次
第
で
、
原
資
料
の
調
査
は
著
者
の
場
合
、
勢
い
そ
こ
で
し
か
見
ら
れ
な
い
稀

親
刊
本
、
名
家
書
入
れ
本
、
写
本
が
多
く
な
っ
た
。

調
査
対
象
は
、
同
行
の
高
山
教
授
が
経
部
の
和
刻
本
漢
籍
を
対
象
と
し
、
著
者
は

医
書
の
中
の
日
本
関
係
資
料
を
対
象
と
し
た
。
本
稿
が
、
我
々
の
言
う
「
日
本
漢
文
」

が
、
従
来
想
起
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
漢
詩
・
漢
文
に
限
ら
な
い
、
前
近
代
日
本
の
幅
広

い
学
芸
分
野
を
包
摂
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

な
お
我
々
の
対
象
と
す
る
「
日
本
漢
文
資
料
」
は
、
日
本
人
が
訓
読
法
を
用
い
て
読

み
書
き
し
て
き
た
資
料
群
を
さ
し
、
漢
籍
（
和
刻
漢
籍
や
訓
点
付
き
の
古
紗
漢
籍
な

町
泉
寿

郎

1６９



日本漢文学研究

一
、
上
海
図
書
館
〈
二
○
○
四
年
九
月
一
一
一
日
調
査
）

Ａ
、
上
海
図
書
館
の
日
本
関
係
古
医
書

上
海
図
書
館
に
は
、
古
籍
資
料
の
冊
子
目
録
が
な
く
、
電
子
テ
キ
ス
ト
化
さ
れ
た

目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
っ
て
検
索
は
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
中
か
ら
日
本
関
係
書

を
抽
出
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
よ
っ
て
カ
ー
ド
目
録
の
医
学
の
部
分
（
抽
斗
四

函
分
）
を
検
索
し
て
、
日
本
関
係
書
（
和
刻
漢
籍
・
日
紗
漢
籍
・
準
漢
籍
・
日
本
漢

文
、
お
よ
び
上
記
の
中
国
刊
本
・
中
国
抄
本
）
を
検
出
し
た
。
漢
籍
医
書
の
分
類
は
、

專
家
の
間
で
も
必
ず
し
も
定
見
を
み
な
い
の
で
、
同
館
の
カ
ー
ド
目
録
の
分
類
自
体
、

｜
資
料
と
な
り
え
よ
う
。

調
査
の
結
果
、
同
館
所
蔵
の
日
本
関
係
書
は
一
六
一
タ
イ
ト
ル
’
九
一
点
を
数
え

る
。
う
ち
わ
け
は
和
刻
本
が
六
○
点
、
日
人
漢
文
著
作
（
準
漢
籍
二
七
点
・
日
本
漢

文
五
三
点
）
が
八
○
点
。
和
刻
漢
籍
・
日
紗
漢
籍
・
日
本
人
著
作
の
中
国
刊
本
注
３
が

二
一
タ
イ
ト
ル
四
四
点
で
、
こ
れ
は
少
な
い
数
で
は
な
い
。
な
か
に
は
日
本
人
著
作

の
中
国
紗
本
や
、
準
漢
籍
と
逆
に
日
本
人
著
作
を
も
と
に
中
国
人
が
撰
し
た
著
作
と

み
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
内
容
別
に
見
る
と
、
「
傷
寒
金
置
之
属
」
「
方
剤
之
属
」

が
多
く
、
多
紀
元
簡
著
作
、
江
戸
医
学
館
に
お
け
る
善
本
漢
籍
の
復
刻
本
の
多
さ
も

特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
詳
し
く
は
後
掲
の
資
料
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ど
）
・
準
漢
籍
注
２
．
（
狭
義
の
）
日
本
漢
文
を
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｂ
、
『
医
学
講
習
会
日
程
』
（
『
踏
寿
館
出
席
留
』
零
葉
）

｜
、
資
料
翻
刻

カ
ー
ド
目
録
検
索
の
際
に
見
出
し
た
従
来
未
紹
介
の
資
料
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

カ
ー
ド
の
記
載
は
、
「
（
日
）
快
名
輯
医
学
講
習
会
日
程
（
原
名
鉄
）
稿
本
一
冊

長
念
］
三
℃
」
で
あ
る
。
約
Ｈ
’
’
四
○
×
Ｗ
一
二
一
一
○
（
粍
）
の
和
紙
の
半
折
（
半
紙
本
）

’
○
葉
を
糊
付
け
し
て
袋
と
じ
に
し
、
後
表
紙
の
み
残
る
。
裏
面
に
は
後
述
の
よ
う

に
古
版
零
葉
八
枚
が
貼
り
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
蔵
書
印
は
、
朱
文
「
上
海
図
／
書
館

蔵
」
（
二
丁
表
）
と
白
文
「
祷
／
雄
」
・
朱
文
「
南
通
循
氏
景
／
岫
楼
蔵
書
」
（
’

○
丁
表
）
の
三
顕
で
あ
る
。
（
図
版
１
）

ま
ず
、
翻
刻
を
掲
げ
る
。
翻
刻
に
当
っ
て
は
、
な
る
べ
く
原
本
の
用
字
・
体
裁
を

残
し
た
。
各
Ｔ
表
裏
を
１
丁
表
↓
１
オ
の
よ
う
に
略
記
し
て
付
し
た
。
ま
た
当
該
部

分
の
筆
者
を
そ
れ
ぞ
れ
の
末
に
（
）
に
入
れ
て
付
記
し
た
。

翻
刻

正
月
廿
六
日

一
霊
枢

稲
葉
文
貞

一
難
経

縣
玄
節

元
薑
不
快
欠
席

（
稲
葉
筆
１
オ
）
」

正
月
廿
七
日

一
傷
寒
論

森
養
竹

太
陽
中
篇
汁
三
麻
杏
甘
石
湯
条
よ
り
汁
六
厚
朴
生
姜
半
甘
参
湯
迄

橘
不
快
堵
席

（
森
筆
１
ウ
）
」

二
月
朔
日
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一
金
匿
要
略
佐
藤
元
菖

縣
不
快
畉
席

二
月
十
二
日

一
傷
寒
論
Ⅲ
よ
り
什
四
迄
森
養
竹

一
難
経

橘
宗
俊

二
月
十
六
日

講
師
不
快
休
会

一
金
蘆
要
略
佐
藤
元
薑

二
月
二
日

一
傷
寒
論
汁
七
よ
り
汁
九
迄
森
養
竹

一
難
経

橘
宗
俊

二
月
六
日

一
金
圖
要
略
雑
療
方
読
了
佐
藤
元
薑

稲
葉
縣
不
快
鉄
席

二
月
七
日

一
難
経

橘
宗
俊

森
風
邪
欠
席

二
月
十
一
日

一
霊
枢

稲
葉
文
貞

難
経

一
傷
寒
華
一
ｍ

一
霊
枢

稲
葉
文
貞

縣
玄
節

（
佐
藤
筆
３
オ
）
」

（
佐
藤
筆
５
オ
）
」

（
佐
藤
筆
４
オ
）
」

（
森
筆
）

（
橘
筆
）
（
２
ウ
）
」

（
佐
藤
筆
２
オ
）
」

（
森
筆
）

（
橘
筆
４
ウ
）
」

（
橘
筆
３
ウ
）
」

｜
難
経
至
篇
末

橘
宗
俊

森
氏
風
邪
欠
席

難
経
講
了
、
依
旧
一
一
一
会
休
、
自
三
月
十
七
日
再
講
仕
候
橘
宗
俊

三
月
朔
日

文
貞
不
快
無
拠
欠
席
、
右
一
一
付
休
会
（
稲
葉
筆
）
（
７
ウ
）
」

二
月
十
七
日

一
傷
寒
論
冊
五
よ
り
五
十
迄
森
養
竹

一
難
経

橘
宗
俊

（
橘
筆
５
ウ
）
」

二
月
廿
一
日

一
霊
枢

稲
葉
文
貞

一
金
匿
要
略
佐
藤
元
菖

縣
不
快
鉄
席

（
佐
藤
筆
６
オ
）
」

二
月
廿
二
日

一
傷
寒
論
五
一
よ
り
五
五
迄

森
養
竹

橘
氏
不
快
堵
席

（
森
筆
６
ウ
）
」

二
月
廿
六
日

一
霊
枢

稲
葉
文
貞

一
金
置
要
略
佐
藤
元
墓

金
圖
講
畢
、
依
例
一
一
一
会
相
休
、
一
一
一
月
十
六
日
よ
り
再
金
蘆
講
起
仕
候
元
蔓

玄
節
疾
飲
痛
一
一
付
引
込
御
届
書
差
出

（
佐
藤
肇
７
オ
）
」

七

一
一
月
廿
一
一
日

（
橘
筆
）
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一
霊
枢
稲
葉
文
貞
（
稲
葉
筆
）

（
こ
の
間
、
脱
畉
）

六
月
十
七
日

一
傷
寒
論
自
十
二
至
十
三
森
養
竹

六
月
廿
一
日

一
霊
枢
稲
葉
文
貞

一
金
蘆
佐
藤
元
莨

六
月
廿
二
日

一
難
経

橘
宗
俊

六
月
廿
六
日

一
霊
枢

稲
葉
文
貞

元
菫
不
快
閾
席

六
月
廿
七
日

一
傷
寒
論
自
十
四
至
十
五
森
養
竹

七
月
朔
日

三
月
十
一
日

一
一
一
月
二
日

一
傷
寒
論
五
六
よ
り
六
四
迄
森
養
竹

三
月
六
日

一
霊
枢
稲
葉
文
貞

三
月
七
日

一
傷
寒
論
六
五
よ
り
六
七
迄
森
養
竹

（
橘
筆
）

（
稲
葉
筆
）
（
ｇ
オ
）
」

（
森
筆
）

（
森
筆
）

（
稲
葉
筆
）
（
８
オ
）
」

（
森
筆
）

（
稲
葉
筆
）
（
ｇ
ウ
）
」

（
８
ウ
）
」

（
森
筆
）

二
、
資
料
の
同
定

１
、
医
学
館
に
お
け
る
別
会
講
義
に
つ
い
て

本
資
料
は
、
江
戸
幕
府
の
医
学
館
に
お
け
る
別
会
講
義
の
と
き
に
、
担
当
の
講
師

が
記
し
た
起
止
簿
『
蹟
寿
館
出
席
留
』
の
う
ち
、
慶
応
二
年
（
’
八
六
六
）
の
上
半

期
に
あ
た
る
分
の
零
葉
で
あ
る
。
以
下
そ
の
同
定
の
理
由
を
記
す
。

資
料
自
体
に
医
学
館
を
示
す
記
載
は
な
い
が
、
講
師
名
か
ら
医
学
館
の
講
義
を
連

想
す
る
こ
と
は
、
困
難
で
は
な
い
葛
。
講
師
・
講
義
対
象
書
籍
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

森
養
竹
注
５
１
傷
寒
論
、
稲
葉
文
貞
ｌ
霊
枢
、
県
玄
節
ｌ
難
経
、
佐
藤
元
蔓
ｌ
金
置
要

略
、
橘
宗
俊
ｌ
難
経
。
ほ
か
に
森
養
真
と
今
村
了
庵
が
七
月
一
一
日
付
け
で
新
規
加
入

し
た
注
６
。

医
学
館
に
お
け
る
講
座
に
二
種
類
あ
り
、
｜
つ
は
医
官
か
ら
選
出
さ
れ
た
医
学
館

世
話
役
（
教
諭
）
・
世
話
役
手
伝
（
助
教
）
・
講
師
に
よ
る
、
無
役
の
幕
府
医
官
及

び
医
官
子
弟
を
対
象
と
す
る
講
座
で
、
月
の
三
・
八
、
四
・
九
、
五
・
十
の
日
に
開

講
し
た
。
別
に
天
保
度
の
制
度
改
革
亨
に
よ
り
増
設
さ
れ
た
、
陪
臣
（
藩
医
）
・
町

医
か
ら
選
出
さ
れ
た
講
師
に
よ
る
陪
臣
（
藩
医
）
・
町
医
を
対
象
と
す
る
講
座
が
あ

｜
霊
枢

稲
葉
文
貞

一
金
蘆
要
略
佐
藤
元
蓑

（
佐
藤
筆
）
（
ｈ
オ
）
」

七
月
二
日

一
難
経

橘
宗
俊

養
竹
儀
主
人
病
気
二
付
石
州
路
迄
罷
越
候
趣
御
届
有
之
（
橘
菫

七
月
二
日
森
義
真
請
書
被
仰
付
、
今
村
了
庵
同
断
（
佐
藤
筆
）
（
Ⅶ
ウ
）
」
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森
立
之
に
つ
い
て
は
、
「
慶
応
二
年
（
六
十
歳
）
の
秋
に
は
祗
役
の
為
福
山
に
帰

還
し
た
。
七
月
二
日
雨
中
暁
発
し
」
（
八
○
一
頁
）
と
あ
り
、
前
掲
翻
刻
の
最
終
日
の

り
、
月
の
一
・
六
、
二
・
七
の
日
に
開
講
し
、
こ
れ
を
別
会
と
称
し
た
。
本
資
料
は

一
・
二
・
六
・
七
の
日
の
記
録
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
別
会
の
記
録
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

２
，
年
代
の
特
定

年
代
の
特
定
に
は
、
川
瀬
一
馬
耐
震
”
『
蹟
寿
館
出
席
留
』
」
「
森
立
之
・
約
之

た
つ
ゆ
き

父
子
」
（
『
日
本
聿
皀
誌
学
之
研
究
」
講
談
社
、
’
九
七
一
）
が
参
考
に
な
る
。
森
立
之

の
り
ゆ
き

の
蔵
書
は
、
没
後
（
’
八
八
五
）
、
男
約
之
（
’
八
七
一
没
）
の
妻
陽
の
実
兄
大
槻

文
彦
を
経
て
、
そ
の
没
後
（
’
九
二
八
）
、
安
田
文
庫
に
帰
し
た
（
現
存
未
詳
）
。

川
瀬
は
こ
の
豊
富
な
資
料
に
よ
っ
て
右
を
執
筆
し
、
『
蹟
寿
館
出
席
留
」
に
つ
い
て

は
、
「
天
保
十
三
年
八
月
の
記
録
始
め
か
ら
慶
応
四
年
六
月
に
至
る
分
を
、
森
立
之

が
取
捨
し
て
綴
ぢ
纏
め
た
も
の
が
一
冊
（
今
四
冊
に
改
め
分
つ
）
あ
る
。
」
「
弘
化

三
年
正
月
か
ら
以
後
最
終
前
年
の
慶
応
一
一
一
年
に
至
る
ま
で
の
間
は
、
（
中
略
）
立
之

が
己
が
手
に
収
め
て
後
、
残
存
し
て
い
た
各
年
度
の
巻
頭
、
並
び
に
自
ら
必
要
と
認

め
た
記
事
の
あ
る
丁
と
を
採
択
し
て
、
之
を
合
綴
保
存
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
（
五

一
六
～
七
頁
）
と
記
し
て
い
る
。
例
年
、
医
学
館
の
開
講
は
正
月
一
一
十
三
日
に
定
例

化
し
て
い
た
の
で
、
正
月
二
十
六
日
か
ら
始
ま
る
本
資
料
は
、
某
年
の
開
講
部
分
の

記
録
を
森
立
之
が
保
存
し
た
残
り
の
、
破
棄
転
用
さ
れ
た
部
分
に
当
た
る
も
の
で
あ

る
○

記
事
と
合
致
す
る
。
ま
た
、
森
約
之
・
今
村
了
庵
の
講
師
拝
命
時
期
も
、
別
の
記
録

に
よ
っ
て
慶
応
二
年
七
月
の
こ
と
と
知
ら
れ
る
（
国
立
公
文
書
館
『
医
学
館
帳
」
）
。

以
上
か
ら
、
本
資
料
は
『
蹟
寿
館
出
席
留
』
の
慶
応
二
年
の
記
録
の
一
部
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
年
、
各
講
師
の
年
齢
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
森
立
之
（
六
○
）
・

稲
葉
文
貞
（
四
六
）
・
県
玄
節
（
五
二
、
没
）
・
佐
藤
元
薑
（
四
九
）
・
橘
宗
俊
（
？
）
・
森

約
之
（
一
一
一
一
一
）
・
今
村
了
庵
（
五
三
）
。

３
、
旧
蔵
者
に
つ
い
て

蔵
書
印
「
南
通
祷
氏
景
岫
楼
蔵
書
」
「
嬬
雄
」
か
ら
、
本
資
料
が
漏
雄
（
’
九
○

○
～
六
八
）
の
旧
蔵
書
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
漏
雄
に
つ
い
て
は
鄭
偉
章
『
文
献

家
通
考
（
情
Ｉ
現
代
）
』
（
中
華
書
局
、
’
九
九
九
）
に
記
事
が
見
え
、
「
将
蔵
書

全
部
損
贈
上
海
合
衆
図
書
館
」
（
’
六
六
七
頁
）
と
あ
る
一
方
、
漏
雄
旧
蔵
書
が
北

京
図
書
館
に
伝
存
す
る
と
の
報
告
が
あ
り
（
真
柳
誠
「
北
京
図
書
館
蔵
、
多
紀
元
堅

ら
手
沢
の
古
医
書
」
『
漢
方
の
臨
床
』
四
五
巻
、
’
一
一
五
八
～
六
○
頁
、
一
一
一
一
八
六

～
八
八
頁
、
’
九
九
八
）
、
真
柳
報
告
の
二
書
が
と
も
に
森
立
之
旧
蔵
書
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
橘
雄
が
森
蔵
書
を
複
数
購
入
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
購
入
時
期
や

経
緯
、
蒋
雄
蔵
書
に
つ
い
て
は
、
後
考
を
期
し
た
い
。

三
、
考
察

１
、
裏
面
に
貼
付
さ
れ
た
明
藩
府
本
『
漢
書
』
零
葉

川
瀬
は
「
｜
二
葉
づ
つ
拾
綴
残
存
し
て
ゐ
る
各
年
度
の
分
は
、
も
と
は
全
年
分
揃

っ
て
ゐ
た
の
を
、
後
に
立
之
が
自
己
の
雑
記
染
筆
の
科
に
窮
し
て
、
｜
少
部
分
を
標

本
的
に
保
存
し
、
他
の
大
部
分
を
裏
返
し
て
使
用
し
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
」

（
五
一
七
頁
）
と
も
記
す
。
で
は
、
本
零
葉
の
裏
面
は
何
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い

－１７３－
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る
で
あ
ろ
う
か
。
明
版
零
葉
の
裏
打
ち
紙
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

零
葉
は
、
明
・
徳
藩
最
楽
軒
刊
の
『
前
漢
書
』
列
伝
第
四
十
三
（
章
賢
伝
）
の
第

一
一
・
一
一
一
・
四
・
五
・
六
・
九
・
十
・
十
二
の
計
八
葉
で
あ
る
。
毎
半
葉
一
○
行
、
行

一
一
一
字
、
有
界
、
白
口
、
単
黒
魚
尾
。
匡
郭
内
Ｈ
一
九
七
×
Ｗ
’
’
’
’
三
（
第
一
一
丁
）
。

本
来
、
左
右
双
辺
注
８
だ
が
、
八
葉
と
も
左
右
下
辺
部
分
が
裁
断
さ
れ
て
お
り
、
双
辺

は
確
認
で
き
な
い
。
版
心
「
徳
藩
最
楽
軒
前
漢
伝
四
十
一
一
一
一
一
（
’
二
・
四
・
五
・

六
・
九
・
＋
・
＋
｜
｜
）
荘
慶
（
｜
｜
｜
・
六
・
九
、
四
・
五
・
十
・
十
二
は
荘
意
）
」
。

ま
た
各
丁
に
返
り
点
・
送
り
仮
名
・
書
眉
書
き
入
れ
が
あ
り
、
日
本
に
以
前
か
ら
伝

わ
っ
た
本
と
見
ら
れ
る
。
加
筆
者
は
未
詳
。

各
葉
左
端
（
明
版
紙
面
の
外
側
、
蹟
寿
館
出
席
留
の
裏
面
）
に
森
立
之
の
朱
筆
に

よ
る
丁
付
け
が
あ
る
。
順
に
「
伝
四
十
一
一
一
一
一
十
八
」
「
三
十
九
」
「
四
廿
」

「
五
廿
一
」
「
六
廿
二
」
「
九
廿
一
一
一
」
「
十
廿
四
」
「
＋
｜
｜
廿
五
ノ
」
。

’
一
、
一
一
一
…
＋
｜
｜
は
版
心
丁
付
け
と
一
致
し
て
い
る
。
＋
八
…
二
十
五
は
通
し
番
号
で

あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
森
が
入
手
し
た
明
版
『
前
漢
書
』
零
葉
は
、
も
と
二
五
葉
で
、

列
伝
第
四
十
三
の
前
に
一
七
葉
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
表
（
医
学
講
習
会
日
程
）
・

裏
（
漢
書
）
の
対
応
関
係
は
、
’
’
’
二
、
’
’
’
’
○
、
’
一
一
’
九
、
四
’
六
、
五
’

五
、
六
’
四
、
七
’
’
一
一
、
八
’
二
と
な
り
、
表
九
・
’
○
の
裏
は
な
い
。

静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
の
完
本
注
９
（
’
○
○
巻
二
四
冊
、
一
○
｜
函
一
一
一
四
架
）
と
比
較

し
た
と
こ
ろ
、
同
版
で
あ
る
が
（
匡
郭
内
Ｈ
’
九
七
×
Ｗ
’
三
四
、
書
型
Ｈ
一
一
一
一
一
一

×
Ｗ
’
八
○
）
、
静
嘉
堂
本
が
全
体
的
に
字
様
鋭
利
で
、
本
零
葉
の
方
が
後
印
。
か

つ
二
丁
表
第
六
行
「
催
」
（
静
嘉
堂
本
「
屑
」
、
上
海
図
書
館
本
「
・
」
）
、
六
丁

表
六
行
「
藩
」
（
静
嘉
堂
本
は
墨
丁
）
の
ご
と
き
、
あ
き
ら
か
な
後
修
部
分
が
確
認

で
き
る
。
（
図
版
２
）

左
右
下
辺
の
裁
断
の
理
由
や
零
葉
と
な
っ
た
理
由
な
ど
、
未
詳
な
点
は
多
い
が
、

森
立
之
が
本
零
葉
を
版
本
資
料
と
し
て
保
存
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
認

め
ら
れ
よ
う
し
、
こ
の
版
本
が
明
治
以
前
に
日
本
に
伝
来
し
て
い
る
こ
と
の
一
証
左
と

は
な
ろ
う
。

２
、
医
学
館
に
お
け
る
講
義
ｌ
森
立
之
自
筆
稿
本
『
傷
寒
論
孜
注
」

本
資
料
が
記
録
す
る
医
学
館
の
講
義
を
、
さ
ら
に
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る

資
料
が
あ
る
。
森
立
之
自
筆
稿
本
『
傷
寒
論
孜
注
』
（
原
本
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
、

オ
リ
エ
ン
ト
出
版
一
九
八
六
影
印
刊
「
漢
方
原
典
孜
注
集
」
）
で
あ
る
。
自
筆
稿
本

に
書
き
入
れ
ら
れ
た
詳
細
な
日
付
に
よ
っ
て
、
同
書
成
立
の
過
程
が
知
ら
れ
る
。
元

治
元
年
（
’
八
六
四
）
＋
｜
月
一
一
十
二
日
の
「
辨
豚
法
第
一
」
（
孜
注
巻
一
一
）
写
了

に
始
ま
り
、
慶
応
四
年
（
’
八
六
八
）
二
月
十
八
日
の
「
辨
陰
陽
易
差
後
労
復
病
脈

証
井
治
第
十
四
」
（
孜
注
巻
三
十
）
の
稿
了
に
い
た
り
、
｜
応
の
脱
稿
を
み
た
。
一
一
一

十
巻
末
の
敗
語
馬
か
ら
、
幕
府
瓦
解
直
前
ま
で
立
之
が
心
血
を
注
い
だ
著
作
で
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

祓
語
に
言
う
慶
応
元
年
四
月
「
起
業
」
に
あ
た
る
日
付
は
、
「
論
（
張
仲
景
自
序
）
」

（
孜
注
巻
一
）
の
部
分
に
記
さ
れ
た
（
慶
応
元
年
）
四
月
一
一
十
一
百
・
四
月
一
一
十
七

日
・
五
月
一
一
日
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
論
」
を
立
之
が
三
回
に
分
け
て
講
読
し
た
こ
と

を
示
す
。
以
下
、
「
辨
少
陰
病
豚
証
井
治
第
十
一
」
末
（
孜
注
巻
二
十
五
）
の
（
慶

応
四
年
）
二
月
七
日
を
最
終
と
す
る
ま
で
、
日
付
は
す
べ
て
二
・
七
の
日
で
あ
る
。

本
資
料
（
慶
応
二
年
一
月
～
七
月
）
も
こ
の
執
筆
時
期
に
含
ま
れ
る
の
で
、
こ
の
部

分
を
対
照
す
る
と
、
日
付
と
講
義
箇
所
が
ほ
ぼ
完
全
に
一
致
す
る
。
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一
一
、
復
曰
｜
大
学
図
書
館
（
二
○
○
四
年
九
月
四
日
調
査
）

復
曰
｜
大
学
図
書
館
で
は
古
活
字
本
『
医
学
正
伝
」
鳥
と
日
本
紗
本
「
黄
帝
内
経
太

素
』
を
閲
覧
し
た
。
順
に
そ
の
書
誌
を
示
し
、
あ
わ
せ
て
私
見
を
述
べ
る
。

Ａ
、
『
医
学
正
伝
』

｜
、
『
医
学
正
伝
』
刻
本
に
つ
い
て

『
医
学
正
伝
』
は
、
明
・
虞
榑
（
’
四
三
八
～
？
花
渓
の
人
、
字
は
天
民
、
号
は

恒
徳
老
人
）
が
正
徳
十
一
年
（
’
五
一
五
）
、
七
十
八
歳
の
時
に
編
ん
だ
医
学
全
書
で
、

中
国
・
朝
鮮
・
日
本
に
お
い
て
た
び
た
び
刊
行
さ
れ
た
患
。
日
本
の
古
活
字
印
本
は

（
注
Ⅱ
の
Ⅲ
①
～
⑩
）
、
巻
一
の
み
単
行
し
た
い
わ
ゆ
る
「
医
学
或
問
」
を
除
い
て
、

’
二
行
一
一
○
字
、
ま
た
は
一
一
行
一
一
○
字
で
あ
り
、
こ
の
版
式
は
朝
鮮
本
に
近
い
。

元
和
八
年
（
一
六
一
一
一
一
）
以
降
の
整
版
本
に
い
た
っ
て
、
’
三
行
一
一
四
字
、
ま
た
は

一
四
行
二
四
字
が
現
れ
、
こ
れ
は
明
万
暦
「
京
板
校
正
大
字
医
学
正
伝
」
の
覆
刻
で

先
に
小
曽
戸
洋
「
森
立
之
ｌ
そ
の
家
系
・
略
歴
・
著
述
」
（
「
漢
方
原
典
孜
注
集

８
」
所
収
）
が
あ
り
、
『
傷
寒
論
孜
注
」
の
成
立
に
つ
い
て
も
委
曲
を
尽
し
て
い
る

が
、
今
回
の
上
海
図
書
館
資
料
の
出
現
に
よ
っ
て
、
「
傷
寒
論
孜
注
」
に
記
さ
れ
た

日
付
が
、
医
学
館
の
別
会
に
お
い
て
森
が
実
際
に
講
義
し
た
日
付
を
か
な
り
正
確
に

記
入
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
慶
応
元
年
師
回
、

同
一
一
年
皿
回
、
同
三
年
別
回
、
同
四
年
２
回
と
、
足
か
け
四
年
、
計
別
回
の
講
義

記
録
が
確
認
さ
れ
、
最
末
期
の
医
学
館
に
お
け
る
講
義
実
施
の
さ
ま
が
知
ら
れ
る
わ

け
で
あ
る
情
。

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
整
版
本
で
も
巻
一
の
み
単
行
の
「
医
学
或
問
」
（
叢

書
「
医
家
七
部
書
」
所
収
本
や
鼈
頭
注
本
）
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

二
、
復
旦
大
学
図
書
館
本
の
書
誌

所
見
本
（
以
下
、
復
旦
本
）
は
、
カ
ー
ド
に
「
（
一
六
四
）
新
編
医
学
正
伝
八
巻
（
明
）

虞
榑
撰
日
本
慶
長
九
年
（
’
六
○
四
）
活
字
印
本
八
冊
（
｜
函
）
一
一
一
八
一
一
一
一
一
八

九
’
九
六
九
一
一
一
’
五
二
五
一
一
一
」
、
と
あ
る
も
の
。
本
書
は
、
従
来
、
国
内
に
伝
本
が

知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
先
に
王
宝
平
「
中
国
館
蔵
和
刻
本
漢
籍
書
目
』
に
著
録
さ
れ
た

が
、
い
ま
だ
詳
細
な
報
告
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
書
誌
を
示
し
て
お
こ
う
。

（
図
版
３
）

新
編
医
学
正
伝
八
巻
明
虞
榑
撰
虞
守
愚
校
明
嘉
靖
十
年
敬
同
一
一
一
十
二
年
重
校

慶
長
九
年
京
都
曲
直
瀬
玄
朔
賊
古
活
字
印
本
全
八
冊

単
辺
、
Ｈ
’
’
二
九
×
Ｗ
’
六
五
、
無
界
、
｜
｜
行
一
一
○
字
、
双
花
魚
尾
、
上
下
黒

口
。
版
心
、
書
名
巻
数
丁
数
（
医
学
正
伝
一
二
。

首
一
「
医
学
正
伝
巻
之
一
／
序
／
目
録
或
問
／
中
風
傷
寒
」
〔
略
目
〕
（
全
一

丁
）
Ｔ
裏
余
白
有
全
巻
目
次
墨
筆
書
入
、
次
正
徳
十
年
虞
樽
「
医
学
正
伝
序
」
末
曰

「
岩
正
徳
乙
亥
正
月
之
望
花
渓
恒
徳
老
人
虞
榑
序
」
（
全
一
一
一
丁
、
八
行
一
五
字
）
、
次

「
凡
例
」
（
全
二
丁
）
、
次
「
医
学
正
伝
巻
之
一
目
録
／
医
学
或
問
凡
五
十
一
条
○

中
風
門
第
一
○
傷
寒
門
第
二
」
（
全
一
一
丁
）
、
次
「
新
編
医
学
正
伝
巻
之
一
／
花
渓

恒
徳
老
人
虞
榑
天
民
編
集
／
姪
孫
虞
守
愚
惟
明
校
正
／
医
学
或
問
凡
五
十
一
条
」
（
全

九
一
一
丁
）
。
以
下
巻
一
一
（
全
一
○
二
丁
）
、
巻
一
一
一
（
全
八
九
丁
）
、
巻
四
（
全
八
六
丁
）
、

巻
五
（
全
九
○
丁
）
、
巻
六
（
全
九
八
丁
）
、
巻
七
（
全
七
八
丁
）
、
巻
八
（
全
七
一
丁
）
。

各
巻
前
有
〔
略
目
〕
「
目
録
」
。
次
嘉
靖
十
年
史
梧
「
医
学
正
伝
後
再
叙
」
末
曰
「
嘉
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靖
辛
卯
仲
春
之
吉
請
田
史
梧
識
」
又
曰
「
嘉
靖
癸
丑
夏
月
日
重
校
改
誤
三
巻
八
第
七

一
一
裏
、
七
二
丁
）
、
次
曲
直
瀬
玄
朔
〔
賊
〕
末
曰
「
慶
長
九
年
龍
集
甲
辰
秋
九
月
望

日
延
寿
玄
朔
」
（
巻
八
第
七
三
丁
、
木
版
）
。
印
記
「
真
州
呉
氏
／
有
福
読
／
書
堂
蔵

書
」
庄
川
（
各
冊
首
）
、
「
復
旦
大
学
／
図
書
館
蔵
」
（
各
冊
・
各
巻
首
）
。
書
入
有
朱
引
、

返
点
、
送
仮
名
。

三
、
復
旦
本
に
よ
る
新
知
見

１
、
研
医
会
図
書
館
所
蔵
本
と
の
比
較

そ
の
後
の
調
査
に
よ
り
、
東
京
銀
座
の
研
医
会
図
書
館
に
復
旦
本
と
同
版
本
（
以

下
、
研
医
会
Ａ
本
）
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
。
「
元
和
二
（
一
六
一
六
）
刊
？
冊
五
（
巻

一
一
’
六
）
」
（
『
研
医
会
図
書
館
蔵
書
目
録
第
Ⅲ
輯
上
巻
』
十
一
頁
）
と
箸
録
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
元
和
二
年
の
同
定
は
、
川
瀬
一
馬
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
『
増
補
古
活
字
版
の
研
究
』
七
五
六
頁
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
医
学
正
伝
」
（
元
和
二
年
六
条
鍵
版
）
の
古
活
字
版
に
つ
い
て
は
上
に
述
べ
た

か
ら
重
ね
て
詳
述
し
な
い
。
中
島
仁
之
助
氏
旧
蔵
の
巻
二
至
六
の
五
冊
は
巻
末

を
鉄
く
が
、
こ
の
種
の
伝
本
で
あ
ら
う
。
研
医
会
図
書
館
に
現
蔵
す
る
。

川
瀬
の
推
定
的
一
一
一
一
口
及
が
目
録
記
載
「
？
」
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
川
瀬
の
一
一
一
一
□

う
「
元
和
二
年
六
条
鎮
版
」
が
い
か
な
る
本
を
指
す
か
明
確
で
な
い
の
が
遺
憾
で
あ

る
が
、
復
旦
本
と
研
医
会
Ａ
本
は
管
見
の
か
ぎ
り
異
植
字
箇
所
も
な
く
全
く
の
同
版

で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
研
医
会
Ａ
本
を
「
新
編
医
学
正
伝
八
巻
明
虞
榑
撰
慶

長
九
年
（
’
六
○
四
）
京
都
曲
直
瀬
玄
朔
政
古
活
字
印
本
」
（
注
Ⅱ
ｌ
Ⅲ
④
）
の
残

本
と
同
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

仔
細
に
比
較
す
る
と
、
た
と
え
ば
巻
一
一
第
一
丁
四
行
「
瘤
疫
三
蝿
蕊
天
行
病
」
の
「
蝦

蟇
痕
」
箇
所
が
研
医
会
Ａ
本
は
前
行
と
揃
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
復
旦
本
は
若
干

下
方
に
ず
れ
て
い
る
と
い
っ
た
異
同
が
あ
る
。
全
体
と
し
て
研
医
会
Ａ
本
の
ほ
う
が

や
や
早
印
の
印
象
を
う
け
る
。

な
お
、
研
医
会
に
は
別
に
古
活
字
本
『
医
学
正
伝
』
残
六
冊
（
畝
一
、
六
）
を
蔵

す
る
（
注
Ⅱ
ｌ
Ⅲ
⑩
、
以
下
研
医
会
Ｂ
本
、
目
録
未
収
か
）
。
本
書
は
、
有
界
双
辺

の
点
で
復
旦
本
・
研
医
会
Ａ
本
と
版
式
を
異
に
す
る
が
、
｜
｜
行
二
○
字
の
点
で
は

有
界
双
辺
の
他
の
版
（
注
Ⅱ
ｌ
Ⅲ
①
③
⑤
⑥
、
’
二
行
一
一
○
字
）
で
は
な
く
復
曰
｜
本
・

研
医
会
Ａ
本
に
同
じ
い
。
し
か
も
、
右
掲
の
巻
二
第
一
Ｔ
四
行
目
「
瘤
疫
」
の
ご
と

き
陰
刻
部
分
は
復
旦
本
・
研
医
会
Ａ
本
同
じ
活
字
を
使
用
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

同
六
行
目
「
順
」
の
ご
と
き
、
同
じ
活
字
の
早
印
・
後
印
の
関
係
に
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
見
ら
れ
る
箇
所
も
散
見
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
復
且
本
・
研
医
会
Ａ
本
と

研
医
会
Ｂ
本
の
刊
行
時
期
は
、
研
医
会
Ｂ
本
が
早
い
と
推
定
さ
れ
る
。
（
図
版
４
）

２
、
曲
直
瀬
玄
朔
の
跣

研
医
会
本
は
首
尾
を
欠
く
の
で
、
復
旦
本
の
祓
文
は
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

も
の
で
あ
る
（
た
だ
し
、
後
掲
の
慶
長
十
二
年
版
の
賊
刊
記
に
同
文
の
翻
刻
が
あ
る
）
。

こ
こ
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
（
図
版
５
）

医
学
正
伝
者
、
恒
徳
老
人
、
承
丹
渓
先
生
之
遣
流
而
」
述
作
之
書
也
。
｜
黙
翁

信
之
貴
之
。
故
予
為
門
下
」
生
講
読
之
。
字
画
樛
語
、
検
諸
書
正
之
。
文
簡
」

漏
脱
、
鑑
数
部
補
之
。
猶
差
多
閾
失
。
後
来
好
生
」
之
士
改
革
之
、
幸
甚
也
。
」

慶
長
九
年
龍
集
甲
辰
秋
九
月
望
日
延
寿
玄
朔
「
玄
／
朔
」

（
訓
読
ｌ
『
医
学
正
伝
』
は
、
恒
徳
老
人
（
※
虞
榑
）
、
丹
渓
先
生
（
※
朱
震
亨
）

の
遣
流
を
承
け
て
述
作
す
る
の
書
な
り
。
｜
難
翁
（
※
初
代
曲
直
瀬
道
三
）
、
こ
れ

176
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こ
れ
に
よ
っ
て
、
慶
長
八
年
当
時
、
明
版
・
朝
鮮
版
が
と
も
に
日
本
に
入
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
朝
の
刊
行
と
は
、
一
応
、
慶
長
二
年
小
瀬
甫
庵
印
本
（
注
、

Ｉ
Ⅲ
①
）
の
こ
と
と
想
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
松
印
軒
（
斎
藤
）
玄
忠
の
子
が
、

を
信
じ
こ
れ
を
貴
ぶ
。
故
に
子
、
門
下
生
の
為
に
こ
れ
を
講
読
す
。
字
画
の
謬

誤
は
諸
書
に
検
し
て
こ
れ
を
正
し
、
文
簡
の
漏
脱
は
数
部
に
鑑
み
て
こ
れ
を
補

ふ
。
猶
ほ
蓋
づ
ら
く
は
閾
失
多
か
ら
ん
こ
と
を
。
後
来
、
好
生
の
士
、
こ
れ
を

改
革
す
れ
ば
、
幸
甚
な
り
。
）

別
掲
（
注
Ⅱ
ｌ
Ⅲ
）
の
よ
う
に
曲
直
瀬
玄
朔
の
賊
・
刊
記
は
多
く
の
版
に
付
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
異
同
が
あ
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
掲
出
し
て
お
こ
う
。

慶
長
十
年
下
村
生
蔵
活
字
印
本
（
注
Ⅱ
ｌ
Ⅲ
⑤
）
に
は
次
の
賊
が
あ
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
る
蔦
。

医
学
正
伝
之
行
世
者
、
年
代
梢
久
也
。
大
明
朝
鮮
之
印
本
、
」
文
簡
字
画
差
謬
惟

懸
突
。
先
是
」
本
朝
亦
錐
刊
行
、
不
能
悉
置
正
。
今
吾
門
下
医
生
松
印
軒
」
玄

忠
居
士
、
捻
数
畉
加
訂
考
、
重
鐘
諸
梓
。
宴
可
謂
医
」
流
之
至
宝
。
佃
書
之
以

為
証
云
。
」
慶
長
八
年
歳
舎
癸
卯
仲
秋
初
吉
延
寿
院
法
印
玄
朔

（
訓
読
ｌ
『
医
学
正
伝
」
の
世
に
行
は
る
る
こ
と
、
年
代
梢
や
久
し
・
大
明
・

朝
鮮
の
印
本
、
文
簡
字
画
の
差
謬
惟
れ
騨
し
。
是
よ
り
先
、
本
朝
も
亦
た
刊
行

す
る
と
雛
も
、
悉
く
は
麓
正
す
る
こ
と
能
は
ず
。
今
、
吾
が
門
下
の
医
生
松
印

軒
玄
忠
居
士
、
数
畉
を
桧
し
て
訂
考
を
加
へ
、
重
ね
て
こ
れ
を
梓
に
鍵
む
。
宴

に
医
流
の
至
宝
と
謂
ふ
く
し
。
価
て
こ
れ
を
害
し
て
以
て
一
証
と
為
す
と
云
ふ
。
）

以
上
の
賊
に
み
る
か
ぎ
り
、
曲
直
瀬
玄
朔
の
『
医
学
正
伝
」
校
訂
出
版
は
慶
長
八
・

九
年
（
’
六
○
’
一
一
・
○
四
）
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
が
ど

う
い
う
意
味
を
持
つ
の
か
、
徳
川
開
幕
期
の
曲
直
瀬
玄
朔
の
活
動
と
あ
わ
せ
て
、
さ

医
徳
堂
守
一
一
一
（
吉
田
意
安
宗
恂
門
、
注
、
Ｉ
Ⅲ
②
⑦
の
刊
行
者
）
で
あ
り
、
慶
長
年

間
に
明
・
呉
昆
「
医
方
考
』
（
’
六
○
四
刊
）
、
明
・
劉
純
「
玉
機
微
義
」
（
’
六
○
五

刊
）
を
刊
行
し
た
。
彫
刻
に
関
与
し
た
下
村
生
蔵
の
存
在
も
知
ら
れ
て
い
る
。
『
玉
機

微
義
」
は
、
「
医
学
正
伝
』
と
と
も
に
玄
朔
の
義
父
初
代
道
一
一
一
が
重
視
し
た
書
で
あ
る
。

慶
長
十
二
年
活
字
印
本
（
注
Ⅱ
ｌ
Ⅲ
⑥
）
の
曲
直
瀬
玄
朔
祓
は
、
前
掲
の
復
旦
本

と
同
文
で
、
さ
ら
に
「
慶
長
十
二
年
Ｔ
未
孟
夏
上
院
開
板
功
畢
」
と
い
う
刊
記
を
加

え
て
い
る
。
両
祓
は
字
様
も
非
常
に
似
通
っ
て
お
り
、
さ
き
に
慶
長
九
年
に
印
行
し

た
際
の
政
（
木
版
）
を
覆
刻
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
注
旧

元
和
人
年
の
整
版
本
（
注
Ⅱ
ｌ
Ⅲ
⑪
⑫
）
に
は
次
の
跣
が
あ
る
。

右
全
部
八
巻
、
二
十
餘
年
閲
之
、
深
悟
当
流
」
専
要
、
而
即
加
筆
。
誠
末
学
之

筌
蹄
者
也
。

永
禄
十
一
一
宰
年
閨
五
月
十
日
錐
知
苦
魔
道
三

医
学
正
伝
者
、
当
門
流
至
宝
之
書
也
。
予
以
」
此
一
部
加
倭
訓
朱
点
、
為
学
徒

講
説
畢
。

慶
長
第
九
季
秋
上
院
延
寿
院
玄
朔

（
訓
読
ｌ
右
全
部
八
巻
、
二
十
餘
年
こ
れ
を
閲
し
て
、
深
く
当
流
の
專
要
を
悟

り
て
、
即
ち
筆
を
加
ふ
。
誠
に
末
学
の
筌
蹄
な
る
も
の
な
り
。

医
学
正
伝
は
、
当
門
流
至
宝
の
書
な
り
。
子
、
此
の
一
部
を
以
て
倭
訓
朱
点
を

加
へ
学
徒
の
為
に
講
説
し
畢
ん
ぬ
。
）
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ら
に
追
及
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

曲
直
瀬
流
に
代
表
さ
れ
る
後
世
方
医
学
は
、
玄
朔
お
よ
び
そ
の
門
人
ら
に
よ
る
多

数
の
医
書
（
明
医
学
書
の
翻
刻
と
自
著
）
の
出
版
を
通
し
て
江
戸
前
期
の
日
本
に
定

着
し
た
、
と
い
え
る
。
と
り
わ
け
、
整
版
以
前
の
古
活
字
本
で
は
、
医
書
の
占
め
る

割
合
と
出
版
事
業
に
お
け
る
医
者
の
関
与
の
高
さ
が
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
注
、
。
で
は
、

玄
朔
ら
が
テ
キ
ス
ト
校
訂
の
上
で
ど
の
よ
う
に
関
与
し
た
か
、
医
書
の
講
義
と
テ
キ

ス
ト
の
出
版
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
か
、
と
い
っ
た
問
題
が
浮
上
す
る
。

出
版
の
つ
ど
活
字
を
組
み
な
お
し
て
印
刷
し
た
は
ず
の
活
字
本
で
は
、
そ
の
た
び

に
活
字
（
或
い
は
文
字
）
の
異
同
を
生
ず
る
が
『
医
学
正
伝
』
の
例
が
示
す
よ
う
に
、

附
さ
れ
た
祓
文
か
ら
考
え
れ
ば
、
そ
の
異
同
は
校
訂
作
業
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
。
た
だ
し
、
校
訂
作
業
の
結
果
か
、
植
字
者
の
過
失
か
の
判
断
は
容
易
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
で
、
入
木
に
よ
る
修
訂
に
よ
っ
て
情
報
を
蓄
積
す
る
こ
と

が
容
易
な
製
版
と
は
違
っ
た
問
題
点
が
、
古
活
字
本
に
は
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、

白
文
を
基
本
と
す
る
活
字
本
に
は
、
返
り
点
・
送
り
仮
名
が
書
き
入
れ
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
。
こ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
の
異
同
や
書
き
入
れ
の
問
題
、
お
よ
び
整
版
本
の
テ

キ
ス
ト
・
返
り
点
・
送
り
仮
名
と
の
比
較
を
と
お
し
て
、
古
活
字
本
テ
キ
ス
ト
を
具

体
的
に
検
証
す
る
必
要
性
を
感
じ
る
次
第
で
あ
る
。
そ
の
際
に
、
曲
直
瀬
玄
朔
の
よ

る
『
医
学
正
伝
』
校
訂
作
業
が
実
際
に
ど
の
程
度
行
わ
れ
た
の
か
を
検
討
す
る
材
料

と
し
て
、
復
旦
本
・
研
医
会
Ａ
本
と
研
医
会
Ｂ
本
（
お
よ
び
栗
田
文
庫
本
・
杏
雨
書

屋
本
）
は
格
好
の
資
料
と
な
り
う
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

Ｂ
、
『
黄
帝
内
経
太
素
』

『
黄
帝
内
経
太
素
」
（
以
下
「
太
素
」
は
、
唐
・
楊
上
善
奉
勅
撰
に
よ
る
『
黄
帝

内
経
』
の
註
解
書
で
、
現
伝
の
「
素
問
」
「
霊
枢
」
と
異
本
関
係
に
あ
り
、
か
つ
京
都

仁
和
寺
に
日
本
古
抄
本
の
残
る
快
存
書
で
あ
っ
て
、
素
・
霊
が
北
宋
以
後
の
校
正
・

印
刷
を
経
た
本
文
し
か
伝
わ
ら
な
い
の
に
対
し
、
よ
く
古
態
本
文
を
残
し
て
い
る
こ

と
で
、
著
名
で
あ
る
。

復
旦
大
学
所
蔵
本
は
、
江
戸
幕
府
医
官
坂
春
璋
注
旧
に
よ
る
、
同
じ
く
医
官
小
島
圭

素
の
架
蔵
本
か
ら
の
、
天
保
八
～
＋
年
（
一
八
三
七
～
’
’
’
九
）
に
か
け
て
の
重
紗
本

で
あ
る
。
全
三
十
巻
の
う
ち
、
江
戸
後
期
当
時
伝
存
し
た
巻
一
・
四
・
七
・
＋
六
・

十
八
・
二
十
・
’
’
十
｜
を
除
く
一
一
十
一
一
一
巻
が
完
存
し
、
紗
写
経
緯
の
明
瞭
な
善
本
で

あ
る
。
坂
春
璋
の
奥
書
を
も
つ
『
太
素
」
紗
本
は
国
内
に
も
伝
本
馬
が
知
ら
れ
る
が
、

本
書
が
そ
の
祖
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
図
版
６
）

坂
春
璋
に
よ
る
紗
写
年
月
日
は
次
の
通
り
で
、
必
ず
し
も
巻
次
に
従
っ
て
紗
写
し

て
お
ら
ず
、
特
に
巻
一
一
・
三
・
五
・
六
が
遅
れ
て
紗
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

が
、
そ
の
理
由
は
未
詳
。

天
保
八
年
（
坂
春
璋
六
十
三
歳
）
１
ｍ
／
２
巻
八
、
、
／
４
巻
九
、
Ⅲ
／
Ⅲ

巻
十
、
Ⅱ
／
３
巻
十
一
、
Ⅱ
／
６
巻
十
二
、
Ⅱ
／
７
巻
十
一
校
、
皿
／
６
巻

十
五
、
皿
／
８
巻
旧
校
、
胆
／
旧
巻
十
四
、
皿
／
旧
巻
十
七

天
保
九
年
（
坂
春
璋
六
十
四
歳
）
ｌ
正
／
５
巻
十
九
、
正
／
８
巻
十
七
校
・
廿

三
、
正
／
胆
巻
廿
四
、
２
／
６
巻
廿
五
、
２
／
川
巻
廿
六
、
２
／
妬
巻
廿
七
、

３
／
２
巻
廿
八
、
３
／
５
巻
廿
九
、
３
／
６
巻
廿
八
校
、
３
／
７
巻
廿
九
校
、

３
／
朋
巻
廿
二
、
３
／
〃
巻
廿
一
一
校
、
３
／
閉
巻
汁
、
４
／
１
巻
汁
校
、
４

／
Ⅱ
巻
十
三
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小
島
圭
素
所
蔵
紗
本
か
ら
の
重
紗
で
あ
る
こ
と
は
巻
九
末
の
識
語
に
み
え
、
巻
五

末
に
は
小
島
の
識
語
を
併
記
し
て
い
る
。
小
島
宝
素
所
蔵
紗
は
、
明
治
一
○
年
代
楊

守
敬
に
購
求
さ
れ
、
台
湾
・
故
宮
博
物
院
に
現
存
す
る
注
、
。
そ
の
識
語
に
よ
っ
て
、

小
島
宝
素
が
ほ
ぼ
文
政
十
三
年
（
天
保
元
年
）
か
ら
天
保
一
一
年
に
か
け
て
、
尾
張
藩

医
浅
井
正
翼
か
ら
入
手
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
そ
の
後
、
小
島
宝
素
は
天

保
十
三
年
に
京
都
に
行
き
、
福
井
崇
蘭
館
と
仁
和
寺
で
原
本
を
閲
覧
し
た
際
、
杉
本

望
雲
に
紗
写
本
を
作
ら
せ
た
ら
し
い
が
息
、
そ
れ
以
前
は
江
戸
に
は
浅
井
正
翼
所
蔵

紗
本
か
ら
の
重
紗
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
浅
井
本
の
紗
写
者

は
、
浅
井
氏
門
人
の
医
者
塚
原
修
節
で
あ
り
、
故
宮
本
に
見
る
限
り
訓
点
は
再
現
さ

れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
重
紗
で
あ
る
本
書
に
も
な
い
。

本
書
は
、
明
治
期
に
中
国
に
わ
た
っ
た
ら
し
く
、
印
記
・
書
入
れ
鶴
か
ら
、
光
緒

一
一
十
三
年
（
’
八
九
七
）
に
武
林
の
書
犀
子
泉
氏
か
ら
鄭
県
の
陳
隆
沢
（
求
志
居
・

翰
香
家
塾
）
が
入
手
し
た
こ
と
や
、
王
隷
栄
二
八
四
五
～
’
九
○
○
）
・
徐
乃
昌
（
’

八
六
六
～
’
九
四
六
）
が
所
蔵
闇
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
流
伝
の
経
路
は
な
お

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
朱
筆
で
議
蝕
箇
所
を
『
素
問
』
に
よ
っ
て
校
補
し
た
り
、
対

応
す
る
『
素
問
』
『
霊
枢
』
『
甲
乙
経
』
の
篇
名
を
注
記
し
た
り
し
て
い
る
の
は
、
概

ね
書
犀
子
泉
と
陳
隆
沢
に
よ
る
と
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
巻
一
一
表
紙
に
『
経
籍
訪
古
志
』
の
解
題
を
紗
出
し
て
お
り
、
巻
三
十
末
の

識
語
に
も
同
書
へ
の
一
一
一
一
巨
及
が
あ
り
、
同
書
刊
行
に
よ
る
日
本
伝
存
の
善
本
漢
籍
・
快

存
漢
籍
の
情
報
が
、
衝
撃
を
も
っ
て
清
末
の
読
書
界
に
受
け
止
め
ら
れ
た
こ
と
を
知

天
保
十
年
（
坂
春
璋
六
十
五
歳
）
１
２
／
加
巻
二
、
２
／
別
巻
一
一

五
、
２
／
朋
巻
六
、
３
／
３
巻
六
校
、
３
／
４
巻
一
一
・
三
校
注
犯

２
／
別
巻
三
、
２
／
肥
巻

る
。｜
｜
｜
、
新
江
図
書
館
（
二
○
○
四
年
九
月
七
日
調
査
）

斯
江
図
書
館
で
は
、
小
島
宝
素
手
沢
『
儒
門
事
親
』
（
和
刻
本
）
・
楊
守
敬
旧
蔵
『
和

名
類
聚
紗
』
鷺
・
幕
府
医
官
高
島
氏
旧
蔵
『
赤
水
玄
珠
』
（
和
刻
本
）
ほ
か
を
閲
覧

し
た
。
館
蔵
の
日
本
書
に
つ
い
て
は
、
カ
ー
ド
目
録
の
ほ
か
、
『
斯
江
図
書
館
古
籍
善

本
書
目
』
（
斯
江
図
書
館
古
籍
部
編
、
漸
江
教
育
出
版
社
、
二
○
○
一
一
）
に
「
日
本
、

朝
鮮
、
越
南
刻
漢
文
古
籍
善
本
書
目
」
が
付
録
さ
れ
て
お
り
、
日
本
書
一
七
五
点
が

収
録
さ
れ
て
い
る
（
八
七
八
～
八
九
二
頁
）
。
し
か
し
な
お
、
こ
れ
に
も
れ
た
日
本
書

も
少
な
く
な
く
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
既
に
同
館
員
に
よ
る
調
査
が
行
わ
れ
て
、
仮
目

録
が
作
成
さ
れ
て
い
た
。

小
島
宝
素
手
沢
『
儒
門
事
親
』

｜
、
『
儒
門
事
親
』
に
つ
い
て

『
儒
門
事
親
』
は
、
金
・
張
従
正
（
’
’
五
六
～
一
二
一
一
八
）
撰
に
か
か
り
、
も

と
三
巻
で
あ
っ
た
も
の
が
、
門
人
麻
知
幾
・
常
仲
明
等
編
集
に
か
か
る
他
の
著
作
等

と
あ
わ
せ
て
叢
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
（
金
刊
本
が
静
嘉
堂
文
庫
に
伝
存
）
、
の
ち
明
代

に
叢
書
全
体
を
「
儒
門
事
親
」
と
題
し
て
十
五
巻
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

十
五
巻
本
に
は
、
さ
き
に
嘉
靖
二
十
年
（
’
五
四
一
）
部
輔
刊
本
が
あ
り
、
後
に
若

干
改
変
し
て
万
暦
二
十
九
年
序
刊
（
一
六
○
一
）
呉
勉
学
編
『
古
今
医
統
正
脈
全
書
』

に
収
め
ら
れ
、
後
者
が
広
く
流
布
し
た
。
小
島
圭
素
手
沢
の
和
刻
本
（
以
下
、
断
江

本
）
の
底
本
も
『
医
統
正
脈
』
所
収
本
で
あ
る
。
和
刻
本
は
正
徳
元
年
（
’
七
一
二
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渡
辺
栄
序
刊
本
の
一
版
の
み
で
、
「
浪
華
書
津
田
縁
叔
平
蔵
版
」
（
巻
十
五
末
）
と
入

木
し
た
後
印
が
あ
る
。
愚

二
、
断
江
本
『
儒
門
事
親
』
の
書
誌

断
江
本
（
斯
江
図
書
館
善
本
甲
登
記
号
：
○
’
○
七
○
○
）
（
図
版
７
）
は
、

比
較
的
早
印
と
み
ら
れ
る
良
好
な
印
面
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
版
式
・
体
裁
；

は
注
記
す
る
に
と
ど
め
、
断
江
本
の
本
色
と
い
え
る
小
島
圭
素
の
書
入
れ
に
絞
っ
て

一
一
一
一
口
及
し
た
い
。
書
入
れ
は
、
次
の
一
一
一
種
に
大
別
で
き
る
。
Ａ
ｌ
本
書
の
解
題
の
転
写
、

Ｂ
ｌ
紗
補
、
Ｃ
ｌ
別
本
と
の
校
勘
。
Ｂ
は
、
底
本
の
脱
畉
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、

別
本
と
の
校
読
作
業
に
よ
っ
て
補
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｃ
の
一
部
と
み
な
す
こ

と
も
で
き
る
。

Ａ
は
次
の
二
種
で
あ
る
。
①
封
面
裏
に
、
四
庫
全
書
総
目
提
要
の
当
該
箇
所
を
筆

写
し
、
末
に
日
時
を
記
す
。
「
文
政
一
一
一
年
往
泌
庚
寅
閏
一
一
一
月
与
諸
子
同
校
斯
書
三
巻
、

井
録
乾
隆
四
庫
提
要
如
左
円
斎
後
人
小
島
質
於
宝
素
堂
中
」
。
’
一
一
巻
と
は
、
先
に
述

べ
た
原
『
儒
門
事
親
』
に
あ
た
る
。
②
後
序
の
余
白
に
、
多
紀
元
簡
『
医
謄
』
（
文
化

六
年
序
刊
）
上
の
「
儒
門
事
親
」
に
関
す
る
筆
記
鳥
を
筆
写
す
る
。

Ｂ
は
、
①
目
録
一
二
丁
の
次
に
「
又
十
一
一
」
｜
丁
を
多
紀
元
簡
校
嘉
靖
版
に
よ
っ

て
補
う
。
②
巻
十
首
の
前
に
図
三
丁
を
『
医
方
類
聚
』
に
よ
っ
て
補
う
。
③
巻
十
四

二
丁
の
次
に
一
丁
を
『
医
方
類
聚
」
に
よ
っ
て
補
う
。
④
巻
十
五
末
に
「
先
生
辞
世

詩
一
首
、
又
絶
句
四
首
二
丁
を
補
う
注
卯
。
⑤
辞
世
詩
の
次
に
「
儒
門
事
親
後
序
賊

（
嘉
靖
十
九
年
間
忠
）
」
｜
Ｔ
を
補
う
注
副
。
（
図
版
８
）

Ｃ
は
全
巻
に
わ
た
り
稠
密
を
極
め
る
。
校
勘
終
了
時
の
識
語
に
次
の
も
の
が
あ
る

（
前
記
Ａ
①
を
除
く
）
。

五
首
賊
一
篇
併
及
劉
君
践
語
質
」
（
後
序
末
）
。

③
「
此
本
係
一
部
叢
書
、
後
人
不
知
題
為
儒
門
事
親
、
今
拠
先
君
子
之
言
、
徴
之
紺

珠
経
及
医
方
類
聚
所
輯
、
詳
其
篇
目
、
以
加
改
訂
、
而
焦
氏
経
籍
志
所
載
、
張
氏
経

験
方
、
与
三
復
指
迷
者
、
不
在
乎
此
篇
内
、
惜
平
其
快
亡
、
丙
子
清
和
月
、
識
干
桐

竹
隻
清
処
元
胤
二
聿
修
堂
蔵
本
、
鉛
藥
満
需
、
皆
櫟
窓
先
生
、
及
其
子
君
孫
手
校
也
、

巻
四
以
下
毎
巻
改
訂
篇
目
者
、
実
為
柳
治
子
手
沢
、
今
据
改
訂
併
記
柳
治
賊
語
於
斯
、

而
誌
後
之
読
是
書
者
、
俵
宋
居
士
質
誌
干
宝
素
南
楼
、
時
秋
雨
請
々
、
八
月
十
日
」

（
裏
表
紙
見
返
し
）
。

三
、
断
江
本
の
関
連
資
料

上
記
の
小
島
宝
素
の
校
勘
作
業
を
さ
ら
に
具
体
的
に
跡
付
け
る
上
で
、
不
可
欠
の

資
料
を
次
に
掲
げ
た
い
。

１
『
太
医
張
子
和
先
生
儒
門
事
親
」
三
巻
一
冊
（
台
湾
故
宮
博
物
院
所
蔵
・
楊
守
敬

旧
蔵
）
ｌ
小
島
宝
素
拠
江
戸
拠
元
版
紗
本
影
抄
本
鳥
（
図
版
９
）

本
書
は
、
写
了
後
の
校
合
時
の
識
語
注
記
か
ら
、
小
島
宝
素
が
多
紀
氏
所
蔵
抄
本
か

ら
重
釣
し
た
も
の
で
あ
る
。
漸
江
本
一
～
一
一
｜
巻
の
影
元
抄
本
・
嘉
靖
版
と
の
校
勘
が

文
政
十
一
一
一
年
閨
｜
｜
｜
月
（
十
二
月
十
日
天
保
改
元
）
で
あ
り
、
翌
天
保
二
年
十
月
に
は

友
人
奈
須
菊
庵
が
協
力
し
て
本
書
と
多
紀
氏
原
紗
本
と
の
校
合
を
し
て
い
る
の
で
、

マ
マ

②
「
天
保
四
年
八
月
十
日
林
劉
桂
山
先
生
嘉
靖
本
対
校
本
於
其
孫
暁
湖
元
陶
、
補
詩

①
「
天
保
一
一
年
辛
卯
三
月
十
七
日
据
挿
嘉
靖
刊
本
校
勘
、
併
照
劉
櫟
窓
手
校
嘉
靖
本

審
校
癸
巳
八
月
十
日
据
多
紀
元
灼
医
方
類
聚
参
孜
本
校
訂
文
字
質
記
三
巻
十
五

末
）
。
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本
書
の
紗
写
時
期
は
、
天
保
元
～
二
年
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

小
島
が
重
紗
し
た
多
紀
氏
紗
本
性
弧
は
、
国
立
公
文
書
館
に
現
存
し
て
い
る
（
三
○

○
函
二
一
一
一
架
、
医
学
館
旧
蔵
本
）
。
こ
れ
は
、
多
紀
元
簡
が
京
都
の
医
家
伊
良
子
氏

千
之
堂
所
蔵
の
元
刊
本
（
以
下
、
伊
良
子
本
）
と
い
わ
れ
る
も
の
に
よ
っ
て
紗
写
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
、
伊
良
子
本
の
存
否
は
未
詳
（
快
亡
？
）
。
後
の
楊

守
敬
編
『
留
真
譜
初
編
』
所
収
も
同
書
の
版
式
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

『
書
目
五
編
』
（
台
湾
・
広
文
書
局
、
一
九
七
二
、
書
影
七
五
九
頁
）
所
収
本
に
あ
る

「
＋
｜
行
二
十
七
字
」
（
一
一
一
○
頁
）
の
記
載
は
不
正
確
で
、
多
紀
・
小
島
両
氏
紗
本
に

よ
っ
て
み
れ
ば
行
一
一
一
一
一
～
二
七
字
と
不
同
（
全
体
的
に
は
一
一
五
字
内
外
）
。
は
じ
め
、

こ
れ
を
紗
写
の
疎
略
に
よ
る
も
の
か
と
考
え
た
が
、
こ
の
体
裁
は
前
述
の
静
嘉
堂
文

庫
所
蔵
金
刊
本
に
同
じ
よ
う
で
、
む
し
ろ
存
否
未
詳
の
伊
良
子
本
の
体
裁
を
伝
え
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
小
島
圭
素
が
の
ち
天
保
十
一
一
一
年

に
京
都
の
伊
良
子
氏
を
訪
ね
、
原
本
を
閲
覧
し
た
と
き
の
記
録
で
あ
る
。

○
元
版
儒
門
事
親
一
一
一
巻
審
是
金
版
、
不
似
元
藥
円
潤
者
、
而
自
有
宋
末

刊
本
之
態
為
証
驚

宝
素
は
こ
れ
を
金
版
と
鑑
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
書
に
は
（
元
）

中
統
年
間
の
高
鳴
序
、
お
よ
び
昭
陽
単
閼
陽
月
晦
日
の
頤
斎
引
が
付
さ
れ
て
お
り
、

台
湾
故
宮
紗
本
に
は
「
昭
陽
単
閼
」
を
金
滅
亡
後
九
年
と
同
定
す
る
宝
素
の
按
語
注
記

が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
伊
良
子
氏
原
本
の
印
刷
時
期
が
元
・
中
統
以
降
で
あ
る
こ

と
を
、
宝
素
は
＋
分
に
承
知
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
金
版
と
鑑
定
し
て
い
る
の
は
、

版
式
・
字
様
の
点
か
ら
、
元
代
新
刻
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
宋
末
（
金
）
刊
本
の
元
代

印
本
で
あ
る
と
言
わ
ん
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
宝
素
の
古
版
鑑
識
眼
の
面
目
躍
如
た

る
記
述
で
あ
る
。
多
紀
・
小
島
両
氏
紗
本
と
靜
嘉
堂
刻
本
と
の
精
査
の
結
果
に
つ
い

て
は
改
め
て
報
告
し
た
い
。

な
お
巻
一
一
’
八
丁
表
九
～
＋
｜
行
か
ら
裏
一
～
一
二
行
に
か
け
て
、
伊
良
子
本
に
峡

が
あ
っ
た
ら
し
く
、
多
紀
氏
紗
本
は
空
白
、
小
島
紗
本
は
嘉
靖
本
に
よ
る
朱
筆
紗
補

が
あ
る
。

２
『
儒
門
事
親
』
存
十
三
巻
五
冊
訣
巻
一
・
一
一
（
台
湾
故
宮
博
物
院
所
蔵
・
楊
守
敬

旧
蔵
）
ｌ
明
嘉
靖
二
十
年
部
氏
介
后
斎
刊
注
諏
（
図
版
、
）

本
書
は
小
島
宝
素
旧
蔵
に
か
か
り
、
巻
四
か
ら
巻
十
に
か
け
て
文
政
十
一
一
一
年
閨
一
一
一

月
初
め
か
ら
四
月
終
わ
り
に
い
た
る
校
勘
時
の
識
語
鶴
あ
る
。

校
勘
に
用
い
た
資
料
は
、
多
紀
氏
所
蔵
の
嘉
靖
版
『
儒
門
事
親
』
お
よ
び
『
医
方

類
聚
」
で
あ
っ
た
。
嘉
靖
版
は
、
多
紀
元
簡
・
元
胤
ら
に
よ
る
校
勘
の
書
入
れ
が
縦

横
に
な
さ
れ
、
宝
素
の
校
勘
作
業
も
こ
れ
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
本
で
あ
る

が
、
伝
存
未
詳
。
既
述
の
と
お
り
、
断
江
本
は
こ
の
多
紀
氏
の
校
勘
を
よ
く
吸
収
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
医
方
類
聚
』
蔦
は
、
十
五
世
紀
半
ば
に
朝
鮮
で
編
纂
さ
れ
た
全
一
一
六
六
巻
に
及

ぶ
大
部
な
医
学
全
書
で
、
一
四
七
七
年
に
三
十
部
刊
行
さ
れ
た
朝
鮮
活
字
本
の
う
ち

の
一
本
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
孤
本
と
し
て
日
本
に
伝
存
し
（
現
存
一
一
五
○
巻
二
五

一
一
冊
）
、
天
明
四
年
に
吉
田
篁
轍
の
仲
介
に
よ
り
仙
台
の
工
藤
平
助
か
ら
多
紀
元
簡
が

購
入
し
た
（
宮
内
庁
書
陵
部
現
蔵
）
。
十
五
世
紀
当
時
、
朝
鮮
に
存
在
し
た
医
書
を
集

成
編
纂
し
た
書
物
で
あ
る
の
で
、
多
く
の
快
書
・
古
態
本
文
を
含
み
、
輯
快
・
校
勘

資
料
と
し
て
有
効
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
気
づ
い
た
多
紀
元
簡
の
指
示
に
よ
り
、
男

元
胤
・
元
堅
は
早
く
か
ら
輯
快
作
業
に
従
事
し
、
「
医
方
類
聚
採
輯
本
」
を
編
集
し
た
。
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閏
三
月
一
一
十
四
日
、
架
蔵
嘉
靖
版
巻
五
を
、
多
紀
氏
校
嘉
靖
版
に
よ
っ
て
校
勘
。

四
月
二
十
七
日
、
架
蔵
嘉
靖
版
巻
七
を
、
多
紀
氏
校
嘉
靖
版
に
よ
っ
て
校
勘
。

七
月
四
日
、
架
蔵
嘉
靖
版
巻
十
を
、
多
紀
氏
校
嘉
靖
版
に
よ
っ
て
校
勘
。

天
保
二
年

三
月
十
七
日
、
和
刻
本
巻
四
～
十
五
を
、
架
蔵
嘉
靖
版
に
よ
り
校
勘
し
、
あ
わ
せ
て

多
紀
氏
校
嘉
靖
版
を
参
照
。

十
月
二
十
一
日
、
多
紀
氏
所
蔵
影
元
紗
本
か
ら
の
重
抄
本
を
、
多
紀
氏
原
紗
本
に
よ

り
校
合
。天
保
四
年

閨
三
月
、
こ
の
月
、
（
架
蔵
嘉
靖
版
が
巻
一
・
一
一
を
欠
い
た
た
め
）
→

を
、
多
紀
氏
校
嘉
靖
版
（
お
よ
び
影
元
紗
本
？
）
に
よ
っ
て
校
勘
。

閏
一
一
一
月
一
一
一
日
、
架
蔵
嘉
靖
版
巻
四
を
、
多
紀
氏
校
嘉
靖
版
に
よ
っ
一

の
ち
に
幕
末
に
幕
府
医
官
喜
多
村
直
寛
が
、
幕
府
の
援
助
を
う
け
て
十
年
を
か
け
て

（
嘉
永
五
年
］
②
ｇ
四
月
～
文
久
元
年
］
窓
］
｜
｜
月
）
、
木
活
字
印
行
し
た
（
学
訓
堂
聚

珍
版
）
。
校
訂
実
務
者
の
渋
江
抽
斎
二
八
○
五
～
五
八
）
は
、
業
半
ば
に
し
て
没
し

た
。
宝
素
が
校
勘
に
従
事
し
た
天
保
期
に
は
未
刊
で
、
貴
重
な
原
本
の
借
り
出
し
は

困
難
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
「
多
紀
元
陶
医
方
類
聚
参
孜
本
」
諾
に
よ
っ
て
校
勘
し
て

い
る
。

四
、
小
島
圭
素
の
『
儒
門
事
親
』
本
文
校
勘
の
足
跡

以
上
か
ら
、
小
島
圭
素
に
よ
る
『
儒
門
事
親
」
本
文
校
勘
の
軌
跡
を
整
理
す
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
。

文
政
十
一
一
一
年
（
天
保
元
年
）

閨
三
月
、
こ
の
月
、
（
架
蔵
嘉
靖
版
が
巻
一
・
一
一
を
欠
い
た
た
め
）
和
刻
本
巻
一
～
一
一
一

多
紀
氏
校
嘉
靖
版
に
よ
っ
て
校
勘
。

結
語以
上
、
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
見
出
し
た
資
料
の
紹
介
を
試
み
た
。
筆
者
の
直
接

的
な
関
心
ｌ
す
な
わ
ち
江
戸
時
代
に
お
け
る
医
学
文
献
の
研
究
ｌ
に
即
せ
ば
、
こ
こ

に
あ
げ
た
資
料
は
江
戸
最
初
期
の
曲
直
瀬
玄
朔
が
関
与
し
た
古
活
字
本
に
始
ま
り
、

文
政
・
天
保
の
こ
ろ
の
小
島
宝
素
に
か
か
わ
る
古
紗
・
版
本
の
調
査
と
本
文
研
究
を

〈
て
、
慶
応
中
の
森
立
之
に
よ
る
『
傷
寒
論
」
の
講
義
に
い
た
る
、
と
い
さ
さ
か
乱

暴
な
が
ら
、
そ
う
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
得
ら
れ
た
新
知
見
で
言
う
な
ら
ば
、

①
国
内
に
完
本
の
存
在
し
な
い
貴
重
書
（
古
活
字
本
「
医
学
正
伝
」
）
が
見
出
さ
れ
、

そ
の
調
査
の
結
果
、
国
内
の
同
版
本
の
書
誌
事
項
を
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
②

八
月
十
日
、
和
刻
本
を
、
多
紀
元
陶
医
方
類
聚
参
孜
本
に
よ
り
校
勘
。
ま
た
和
刻
本

巻
末
に
、
多
紀
氏
校
嘉
靖
版
に
よ
り
「
先
生
辞
世
詩
一
首
、
又
絶
句
四
首
」
、
お
よ
び

「
嘉
靖
十
九
年
間
忠
儒
門
事
親
後
序
賊
」
を
紗
補
。

つ
ま
り
、
和
刻
本
巻
一
～
三
を
、
多
紀
氏
校
嘉
靖
版
（
お
よ
び
影
元
紗
本
？
）
に

よ
っ
て
校
勘
し
、
つ
い
で
架
蔵
嘉
靖
版
巻
四
以
下
を
多
紀
氏
校
嘉
靖
版
に
よ
っ
て
校

勘
し
、
そ
の
架
蔵
嘉
靖
版
巻
四
以
下
に
よ
っ
て
和
刻
本
巻
四
～
＋
五
を
校
勘
し
、
さ

ら
に
多
紀
元
灼
医
方
類
聚
参
孜
本
に
よ
っ
て
和
刻
本
全
体
を
校
勘
し
た
、
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
。
よ
っ
て
、
漸
江
本
は
版
本
と
し
て
は
さ
ほ
ど
貴
重
と
は
い
え
な
い
が
、

影
元
紗
本
・
多
紀
氏
校
嘉
靖
版
・
医
方
類
聚
参
孜
本
を
用
い
た
小
島
圭
素
の
校
勘
を

最
も
よ
く
反
映
し
て
お
り
「
儒
門
事
親
」
の
本
文
研
究
の
点
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る

と
い
え
る
。
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ま
た
、
幕
府
医
学
館
の
記
録
文
書
の
一
部
が
発
見
さ
れ
（
『
医
学
講
習
会
日
程
」
）
、

こ
れ
に
よ
っ
て
医
学
館
最
末
期
の
講
義
の
よ
う
す
、
特
に
森
立
之
の
『
傷
寒
論
」
講

義
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
③
斯
江
図
書
館
の
小
島
圭
素
手
沢
『
儒

門
事
親
』
は
、
多
紀
氏
歴
代
と
小
島
宝
素
に
よ
る
数
次
の
校
勘
を
集
約
し
た
同
書
の

本
文
研
究
上
、
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

他
方
、
上
記
資
料
の
持
つ
意
義
に
つ
い
て
見
定
め
る
べ
く
関
連
資
料
の
調
査
を
重

ね
る
な
か
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が
浮
上
し
て
き
た
。
古
活
字
本
と
明
版
・
朝
鮮

版
と
の
関
係
は
改
め
て
研
究
に
着
手
す
べ
き
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
し
、
明
治
以

後
の
日
中
間
に
お
け
る
書
籍
の
移
動
も
ま
だ
ま
だ
研
究
す
べ
き
余
地
が
あ
る
問
題
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
台
湾
故
宮
そ
の
他
に
所
蔵
す
る
楊
守
敬
蔵
書
（
小
島
宝
素
蔵
書

を
は
じ
め
と
す
る
日
本
書
を
多
く
含
む
）
ほ
ど
の
規
模
で
は
な
い
ま
で
も
、
小
島
宝

素
や
森
立
之
や
多
紀
氏
と
い
っ
た
幕
末
の
学
者
の
手
で
発
掘
さ
れ
た
資
料
が
中
国
に

渡
っ
て
尊
重
さ
れ
、
中
に
は
版
行
印
行
さ
れ
て
い
る
例
が
少
な
く
な
い
と
い
う
事
実
。

さ
ら
に
は
、
仁
和
寺
本
『
黄
帝
内
経
太
素
」
の
よ
う
に
、
幕
末
に
は
医
学
古
典
研
究

に
大
き
く
寄
与
し
た
資
料
が
、
そ
の
後
必
ず
し
も
＋
分
な
原
典
研
究
が
な
さ
れ
て
き

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
資
料
も
あ
り
、
い
ず
れ
も
今
後
さ
ら
に
追
究

す
べ
き
研
究
課
題
で
あ
る
。
時
間
的
制
約
も
あ
り
今
回
は
資
料
紹
介
に
と
ど
ま
っ
た

が
、
今
後
、
個
々
の
研
究
を
す
す
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

１
研
究
者
交
流
と
し
て
は
、
上
海
・
復
旦
大
学
に
呉
格
教
授
（
古
籍
整
理
研
究
所
）
を
訪
ね

て
（
９
／
４
）
、
十
二
月
の
日
本
招
聰
を
協
議
す
る
と
と
も
に
（
吃
／
Ⅲ
～
、
来
日
）
、
中

国
に
お
い
て
我
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
信
す
る
機
会
を
求
め
、
教
授
の
提
案
に
よ
り
第
四
回

中
文
文
献
資
源
共
建
共
亭
合
作
会
議
（
南
京
図
書
館
主
催
）
に
参
加
・
報
告
し
た
（
ｕ
／
Ⅲ
～

旧
）
。

つ
い
で
杭
州
・
断
江
工
商
大
学
に
王
勇
・
王
宝
平
両
教
授
を
訪
ね
（
９
／
６
～
９
）
、
そ
の

後
、
二
松
学
舎
大
学
・
漸
江
工
商
大
学
間
に
学
術
交
流
に
関
す
る
協
定
書
が
取
り
交
わ
さ
れ
た
。

上
海
・
華
東
師
範
大
学
で
は
（
９
／
、
）
大
阪
市
立
大
学
の
ｎ
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
同
大
学
内
に
お
い
て
い
る
在
外
拠
点
「
都
市
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
」
（
陳
映
芳
教
授
）
を
視

察
し
た
。

ま
た
華
東
師
範
大
学
図
書
館
古
籍
部
の
呉
平
主
任
と
面
談
し
、
同
図
書
館
に
日
本
の
漢
文
資

料
が
多
い
と
の
情
報
を
得
た
。
呉
平
氏
に
よ
れ
ば
そ
の
数
、
約
八
○
○
点
に
の
ぼ
り
、
清
末
・

盛
宣
懐
の
旧
蔵
書
が
多
い
。
な
お
古
医
書
に
つ
い
て
は
、
上
海
中
医
学
院
（
現
上
海
中
医
満
大

学
）
創
設
の
と
き
に
、
同
校
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
目
録
あ
り
）
。

第
四
回
中
文
文
献
資
源
共
建
共
享
合
作
会
議
の
模
様
に
つ
い
て
は
、
鴇
田
潤
（
国
立
国
会
図

書
館
ア
ジ
ア
情
報
課
）
の
出
張
報
告
（
『
国
立
国
会
図
書
館
月
報
』
五
一
一
八
・
二
○
○
五
年
一
一
一

月
、
『
ア
ジ
ア
情
報
室
通
報
』
三
’
一
・
’
一
○
○
五
年
一
一
一
月
）
、
お
よ
び
拙
稿
（
『
隻
松
通
訊
」

四
号
所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

２
漢
籍
・
準
漢
籍
・
日
本
漢
文
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
高
山
節
也
・
高
橋
智
・
山
本
仁
「
漢

籍
目
録
編
纂
に
お
け
る
準
漢
籍
の
扱
い
に
つ
い
て
」
（
「
汲
古
』
四
六
、
二
○
○
四
年
一
一
一
月
）

を
参
照
の
こ
と
。

注
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立
公
文
書
館
『
医
学
館
帳
」
）
。

３
王
勇
教
授
（
漸
江
工
商
大
学
）
は
、
こ
の
種
の
本
に
「
華
刻
本
」
の
名
称
を
提
唱
し
て
い

７
は
じ
め
天
保
十
三
年
（
］
、
色
）
九
月
に
、
御
目
見
医
師
中
の
希
望
者
に
聴
講
が
許
さ
れ
（
｜
｜
｜
・

る
。

八
、
四
・
九
の
日
、
こ
の
う
ち
三
・
八
の
日
は
病
人
調
ｌ
臨
床
実
習
ｌ
も
兼
ね
た
）
、
同
十
四

４
安
政
版
『
医
心
方
』
（
万
廷
元
年
」
の
Ｓ
刊
）
に
、
校
勘
者
と
し
て
「
医
生
森
立
之
・
会
津

年
（
屋
虐
）
十
一
月
十
五
日
に
は
陪
臣
・
町
医
の
聴
講
が
許
さ
れ
、
翌
十
六
日
に
そ
の
講
座
の

医
員
佐
藤
宴
・
園
部
医
員
県
興
完
・
出
羽
処
士
橘
諸
芳
」
の
名
が
見
え
、
県
興
莞
以
外
に
は
医

た
め
の
講
師
が
陪
臣
・
町
医
か
ら
選
出
さ
れ
、
＋
｜
月
二
十
六
日
か
ら
講
座
が
始
ま
っ
た
（
｜
・

学
館
に
お
け
る
講
師
を
意
味
す
る
「
医
学
講
書
」
の
役
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

六
、
二
・
七
の
日
）
。

５
各
講
師
の
生
卒
・
名
号
等
と
、
医
学
館
に
お
け
る
経
歴
を
こ
こ
に
記
し
て
お
く
。

８
例
え
ば
「
北
京
図
書
館
古
籍
善
本
書
目
」
（
北
京
図
書
館
、
一
九
八
七
）
に
、
「
前
漢
書

森
養
竹
（
］
ｇ
ｍ
ｌ
扁
画
、
、
名
立
之
、
字
立
夫
、
号
枳
園
、
福
山
藩
医
、
」
量
、
宋
本
備
急
千
金
方
校

一
百
巻
漢
班
固
撰
明
徳
藩
最
楽
軒
刻
本
二
十
四
冊
十
行
二
十
一
字
白
口
智
左
右
双

正
手
伝
、
屋
因
医
学
館
講
師
‐
坂
上
玄
丈
の
後
任
）

辺
」
と
箸
録
す
る
。

稲
葉
文
貞
（
］
巴
］
「
？
、
名
元
煕
、
字
用
晦
、
福
岡
藩
医
、
田
合
医
学
館
講
師
Ｉ
辻
元
屈
庵
の
後

９
島
田
重
礼
旧
蔵
、
明
治
以
後
の
舶
載
品
で
あ
ろ
う
。
印
記
「
柳
檮
竹
伴
」
「
王
業
浩
印
」

任
）
、

「
島
田
氏
墜
桂
楼
収
蔵
」
。

県
玄
節
（
」
の
｝
ｍ
ｌ
ｇ
ｍ
①
、
名
興
元
、
字
士
善
・
居
中
、
号
星
渓
・
構
庵
、
園
部
藩
医
、
后
ヨ
医
心

Ⅲ
「
此
書
起
業
千
慶
応
元
乙
丑
年
四
月
、
今
薮
至
戊
辰
二
月
、
中
間
凡
一
一
年
、
退
食
刀
圭
奔

方
校
正
手
伝
、
田
＄
医
学
館
講
師
）
、

走
餘
間
、
夜
以
継
日
、
遂
得
脱
稿
実
。
余
五
十
年
来
、
精
神
之
所
専
注
、
唯
在
此
三
十
巻
中
。

佐
藤
一
兀
隻
（
」
巴
②
「
」
沼
『
、
名
穎
・
宴
、
字
賜
薑
、
号
応
渠
、
田
沼
医
学
館
講
師
‐
渋
江
抽
斎
の

如
其
家
説
秘
訣
、
其
理
玄
妙
幽
微
、
蓋
非
其
人
則
巨
伝
。
仲
景
以
後
、
以
心
伝
心
之
至
意
久
失

後
任
、
Ｅ
ｇ
御
目
見
）

其
伝
、
注
家
皆
就
文
字
上
而
解
説
、
但
是
昇
堂
而
未
入
室
之
徒
耳
。
今
看
破
其
偏
晒
、
而
帰
於

橘
宗
俊
（
？
’
？
、
本
国
出
羽
、
名
諸
芳
、
号
菊
庭
）

臨
症
実
詣
之
地
、
則
仲
景
之
書
可
始
読
而
可
始
施
用
干
今
日
也
。
六
十
二
翁
立
之
再
録
」

森
養
真
（
」
ｇ
ｍ
ｌ
屋
。
、
名
約
之
、
号
棲
庭
、
］
、
Ｓ
医
学
館
校
正
手
伝
）

Ⅱ
森
立
之
『
傷
寒
論
孜
注
」
に
記
さ
れ
た
講
義
日
の
記
録
は
次
の
通
り
で
あ
り
、
今
回
新
出

今
村
了
庵
（
屍
広
‐
」
、
ｇ
、
名
一
元
、
字
祗
卿
、
号
敬
業
館
、
伊
勢
崎
藩
医
、
Ｅ
＆
医
学
館
校
正
手

の
資
料
に
該
当
す
る
時
期
は
ゴ
シ
ッ
ク
部
分
で
あ
る
。

伝
）

慶
応
元
年
４
／
犯
（
巻
一
論
、
｜
セ
オ
）
、
汀
（
論
、
三
四
オ
）
、
５
／
２
（
論
、
四
八

６
四
月
十
日
の
県
玄
節
死
去
に
と
も
な
う
後
任
人
事
に
、
最
終
的
に
森
約
之
・
今
村
了
庵
の

ウ
）
、
７
（
巻
一
一
辨
腺
法
第
一
一
～
一
一
一
条
）
、
Ⅳ
（
四
～
一
三
）
、
型
（
一
四
～
’
’
一
）
、

二
名
の
講
師
採
用
と
な
っ
た
の
は
、
前
年
に
浅
田
宗
伯
に
講
師
の
打
診
が
あ
っ
た
の
を
、
病
気

汀
（
’
’
二
～
二
六
）
、
閨
５
月
／
２
（
’
’
七
～
’
’
一
一
｜
）
、
理
（
’
’
’
一
｜
｜
～
’
’
’
七
）
、
６
／
２
（
巻

を
理
由
に
辞
退
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
両
者
の
席
を
埋
め
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
（
国

一
一
一
平
豚
法
第
一
一
一
～
一
一
一
）
、
７
（
四
～
九
）
、
１
２
（
’
○
～
一
六
）
、
Ⅳ
（
’
七
～
二
一
一
）
、

皿
（
’
’
’
一
一
～
三
一
一
）
、
７
／
（
７
公
休
）
、
皿
（
’
’
’
一
一
一
～
四
五
、
巻
四
傷
寒
例
第
一
一
一
一
～
｜
｜
）
、
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Ⅳ
（
’
一
）
、
８
／
２
（
三
～
八
）
、
７
（
九
～
一
一
一
）
、
皿
（
一
一
一
一
～
’
四
）
、
Ⅳ
（
一
五

（
巻
二
二
辨
少
陽
病
豚
証
井
治
第
九
一
～
一
一
一
）
、
汀
（
四
～
五
）
、
９
／
２
（
辨
太
陰
病
豚

～
一
六
）
、
皿
（
’
七
～
二
○
）
、
Ⅳ
（
一
二
～
二
一
一
一
）
、
９
／
２
（
巻
五
辨
痙
湿
喝
肺
証

証
井
治
第
十
一
～
一
一
一
）
、
［
７
〕
（
四
～
八
）
、
Ⅳ
（
巻
二
三
辨
少
陰
病
肺
証
井
治
第
十
一
一

第
四
、
巻
六
辨
太
陽
病
肺
証
井
治
上
第
五
一
～
五
）
、
７
（
六
～
八
）
、
巴
（
九
～
一
二
）
、

～
三
）
、
Ⅲ
／
７
（
四
～
一
一
○
）
、
Ⅳ
（
二
一
～
’
’
’
’
一
）
、
汀
（
巻
一
一
四
一
一
四
～
’
一
五
）
、

Ⅳ
（
’
’
’
一
～
’
六
）
、
皿
（
一
七
～
’
’
二
）
、
２
７
（
’
一
一
一
一
～
二
六
）
、
、
／
皿
（
一
一
七
～

ｕ
／
７
（
’
’
六
～
三
○
）
、
〔
皿
〕
（
一
一
一
一
～
’
’
一
一
一
一
）
、
皿
／
７
（
巻
一
一
五
一
一
一
四
～
一
一
一
六
）
、

三
○
、
巻
七
辨
太
陽
病
胱
証
井
治
中
第
六
一
～
四
）
、
Ⅳ
（
五
～
八
）
、
ｕ
／
２
（
九
～
｜

慶
応
四
年
正
／
汀
（
’
’
’
七
～
三
八
）
、
２
／
７
（
一
一
一
九
～
四
五
）

○
）
、
７
（
一
一
～
一
五
）
、
皿
（
’
六
～
’
八
）
、
Ⅳ
（
’
九
～
二
○
、
巻
八
一
一
一
）
、

、
別
に
「
医
学
正
伝
八
巻
（
明
）
虞
榑
撰
明
万
暦
刊
本
一
六
冊
」
が
所
蔵
さ
れ
、
注

汀
（
二
一
一
～
’
一
七
）
、
尼
／
２
（
’
一
八
～
一
一
一
○
）
、
７
（
’
一
一
｜
～
一
一
一
二
）
、

田
に
あ
げ
る
１
１
⑦
に
あ
た
る
。

慶
応
一
一
年
正
／
刀
（
巻
八
辨
太
陽
病
豚
証
井
治
中
一
一
一
一
一
一
～
三
六
）
、
２
／
２
（
巻
九
一
一
一
七

⑬
遺
漏
が
あ
る
こ
と
と
思
う
が
、
先
行
研
究
を
参
考
に
諸
本
を
示
せ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

～
三
九
）
、
岨
（
四
○
～
四
四
）
、
、
（
四
五
～
四
八
、
巻
一
○
四
九
～
五
○
）
、
皿
（
五

た
だ
し
中
国
・
朝
鮮
刊
本
に
関
し
て
は
和
刻
本
以
前
の
も
の
に
限
り
掲
出
し
た
。

｜
～
五
五
）
、
３
／
２
（
五
六
～
六
四
）
、
７
（
六
五
～
六
七
）
、
皿
（
六
八
～
七
二
）
、
Ⅳ

Ｉ
中
国
刊
本

（
七
三
～
七
六
、
巻
一
一
七
七
）
、
汀
（
七
八
～
八
○
）
、
４
／
７
（
八
一
～
八
六
、
巻
一

①
明
虞
傳
撰
（
姪
孫
守
愚
校
）
嘉
靖
十
年
（
一
五
三
一
）
刊
（
伝
存
未
詳
）

二
八
七
）
、
刀
（
八
八
～
九
七
）
、
５
／
７
（
九
八
～
一
○
一
｜
）
、
ロ
（
巻
一
三
辨
太
陽
病

②
新
編
医
経
正
宗
八
巻
明
虞
榑
撰
方
道
明
校
嘉
靖
十
八
年
（
一
五
一
一
一
九
）
建
安
広
勤
書

肺
証
井
治
下
第
七
一
～
三
）
、
６
／
７
（
四
～
一
一
）
、
、
（
巻
一
四
一
一
一
～
一
一
｜
｜
）
、
刀

堂
刊
（
内
閣
文
庫
）
、
一
一
一
一
行
二
六
字
、
有
界
、
双
辺
。

（
一
四
～
’
五
〉
、
（
７
／
２
～
福
山
行
）
、
Ⅲ
／
Ⅳ
（
一
六
～
一
八
）
、
理
（
’
九
～
二

③
明
虞
傳
撰
（
姪
孫
守
愚
重
校
）
嘉
靖
一
一
一
十
二
年
（
一
五
五
一
一
一
）
（
伝
存
未
詳
）

○
、
巻
一
五
一
一
一
）
、
Ⅱ
／
７
（
’
一
一
一
～
’
一
六
）
、
Ⅳ
（
二
七
～
二
八
、
巻
一
六
一
一
九
～

④
京
板
校
正
大
字
医
学
正
伝
八
巻
明
虞
傳
撰
姪
孫
守
愚
校
万
暦
五
年
二
五
七
七
）
金

一
一
一
一
）
、
幻
（
一
一
一
二
～
三
九
）
、

陵
一
一
一
山
書
舎
松
亭
呉
江
刊
、
一
三
行
一
一
四
字
、
有
界
、
双
辺
。

慶
応
三
年
２
／
？
（
巻
一
七
四
○
～
五
○
）
、
３
／
７
（
巻
一
八
辨
陽
明
病
肺
証
井
治
第

⑤
京
板
校
正
大
字
医
学
正
伝
八
巻
明
虞
傳
撰
姪
孫
守
愚
校
万
暦
五
年
二
五
七
七
）
金

八
一
～
’
’
一
）
、
皿
〈
一
一
一
一
～
一
九
）
、
Ⅳ
（
巻
一
九
一
一
○
～
二
一
一
一
）
、
皿
（
二
四
～
’
一

陵
三
山
書
舎
松
亭
呉
江
刊
溺
城
書
林
劉
希
信
修
（
東
大
他
）

八
）
、
４
／
２
（
’
一
九
～
一
一
一
○
）
、
７
（
三
一
～
’
’
一
一
一
一
）
、
〔
皿
〕
（
一
一
一
四
）
、
皿
（
巻
一
一

⑥
明
虞
傳
撰
万
暦
五
年
二
五
七
七
）
金
陵
周
氏
光
霧
堂
刊

○
一
一
一
五
～
一
一
一
七
）
、
５
／
７
（
三
八
～
四
一
）
、
６
／
２
（
四
一
一
～
四
六
）
、
７
〈
四
七
～
四

⑦
医
学
正
伝
八
巻
明
虞
榑
撰
陳
心
学
麿
偉
孫
天
爵
張
杲
等
校
万
暦
六
年
二
五
七
八
）

九
）
、
Ⅳ
（
五
○
～
五
一
一
一
）
、
刀
（
五
四
～
六
○
）
、
皿
（
巻
一
一
一
六
一
～
六
二
）
、
〃
（
六

邊
有
猷
序
重
刊
、
九
行
二
○
字
、
有
界
、
双
辺
。
（
復
旦
・
研
医
会
）

三
～
六
八
）
、
８
／
２
（
六
九
～
七
一
一
一
）
、
７
（
七
四
～
七
六
）
、
Ⅳ
（
七
七
～
七
九
）
、
皿

⑧
新
編
医
学
正
伝
八
巻
明
虞
傳
撰
万
暦
六
年
二
五
七
八
）
序
長
垣
令
邊
氏
刊
（
杏
雨
）

１８５
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Ⅱ
朝
鮮
刊
本

双
辺
（
研
医
）

①
甲
辰
活
字
印
本
（
嘉
靖
四
十
一
一
一
（
一
五
六
四
）
以
前
刊
）
単
辺
、
’
’
一
行
二
○
字
（
一
一
一
木
．

⑪
京
板
校
正
大
字
医
学
正
伝
八
巻
明
虞
榑
撰
姪
孫
守
愚
校
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
京

大
阪
図
）

都
村
上
平
楽
寺
拠
万
暦
五
年
金
陵
一
一
一
山
書
建
松
亭
呉
江
刊
本
重
刊
、
’
’
’
一
行
二
四
字
、
無
界
、

②
拠
甲
辰
活
字
印
本
刊
（
天
文
十
一
一
一
年
（
一
五
四
四
）
以
前
刊
）
一
二
行
一
一
○
字
（
書
陵
部
）

双
辺
。

③
万
暦
初
期
刊
『
孜
事
撮
要
』
全
州
板

⑫
京
板
校
正
大
字
医
学
正
伝
八
巻
明
虞
榑
撰
姪
孫
守
愚
校
拠
元
和
八
年
村
上
平
楽
寺
刊

Ⅲ
日
本
刊
本

本
重
刊
、
’
三
行
一
一
四
字
、
無
界
、
双
辺
。

①
新
編
医
学
正
伝
八
巻
明
虞
樽
撰
姪
孫
守
愚
校
慶
長
一
一
年
二
五
九
七
）
京
都
小
瀬
甫

⑬
京
板
校
正
大
字
医
学
正
伝
八
巻
明
虞
榑
撰
姪
孫
守
愚
校
拠
元
和
八
年
京
都
村
上
平
楽

庵
古
活
字
印
本
。
一
二
行
二
○
字
、
有
界
、
双
辺
。
（
書
陵
部
、
大
阪
府
図
）

寺
刊
本
寛
永
十
一
年
（
’
六
一
一
一
四
）
重
刊
、
一
一
一
一
行
二
四
字
、
無
界
、
双
辺
。

②
明
虞
樽
撰
慶
長
八
年
（
’
六
○
’
一
一
）
京
都
医
徳
堂
守
一
一
一
古
活
字
印
本
（
伝
存
未
詳
）

⑭
新
編
医
学
正
伝
巻
之
一
即
医
学
或
問
明
虞
樽
撰
姪
孫
守
愚
校
慶
安
元
年
（
一
六
四

③
新
編
医
学
正
伝
八
巻
明
虜
博
撰
慶
長
八
年
二
六
○
五
）
曲
直
瀬
玄
朔
祓
京
都
下
村
生

八
）
重
刊
、
一
二
行
二
一
字
、
無
界
、
双
辺
。

蔵
古
活
字
印
本
、
一
二
行
二
○
字
、
有
界
、
双
辺
。

⑮
新
編
医
学
正
伝
八
巻
明
虞
榑
撰
姪
孫
守
愚
校
慶
安
二
年
二
六
四
九
）
重
刊
、
’
○

④
新
編
医
学
正
伝
八
巻
明
虞
榑
撰
慶
長
九
年
（
一
六
○
四
）
京
都
曲
直
瀬
玄
朔
賊
古
活
字

行
一
八
字
、
無
界
、
単
辺
。

印
本
、
二
行
一
一
○
字
、
無
界
、
単
辺
。

⑯
京
板
校
正
大
字
医
学
正
伝
八
巻
明
虞
傳
撰
姪
孫
守
愚
校
明
暦
一
一
一
年
（
一
六
五
七
）
瀧

⑤
新
編
医
学
正
伝
八
巻
明
虞
榑
撰
慶
長
八
年
曲
直
瀬
玄
朔
賊
慶
長
十
年
（
’
六
○
五
）
京

元
敬
訓
点
刊

都
下
村
生
蔵
古
活
字
印
本
、
一
二
行
二
○
字
、
有
界
、
双
辺
。
（
栗
田
文
庫
）

⑰
京
板
校
正
大
字
医
学
正
伝
八
巻
明
虞
樽
撰
姪
孫
守
愚
校
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
拠

⑥
新
編
医
学
正
伝
八
巻
明
虞
樽
撰
慶
長
九
年
曲
直
瀬
玄
朔
祓
慶
長
十
二
年
（
一
六
○
七
）

万
暦
五
年
金
陵
三
山
書
建
松
亭
呉
江
刊
溺
城
書
林
劉
希
信
修
本
京
都
芳
野
屋
権
兵
衛
重
刊
、
｜

古
活
字
印
本
、
一
二
行
二
○
字
、
有
界
、
双
辺
。
（
杏
雨
）

四
行
二
四
字
、
無
界
、
双
辺
。

⑦
明
虞
榑
撰
慶
長
人
年
医
徳
堂
守
一
一
一
賊
元
和
一
一
年
（
一
六
一
六
）
古
活
字
印
本

⑱
新
編
医
学
正
伝
巻
之
一
即
医
学
或
問
明
虞
榑
撰
姪
孫
守
愚
校
天
和
二
年
（
一
六
八

⑧
明
虞
傳
撰
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
六
条
鍾
版
古
活
字
印
本

二
）
刊
、
九
行
一
五
字
、
無
界
、
単
辺
、
鼈
頭
注
本

⑨
新
編
医
学
正
伝
巻
之
一
即
医
学
或
問
元
和
七
年
（
’
六
一
二
）
京
都
梅
寿
古
活
字
印
本
、

⑲
新
編
医
学
正
伝
巻
之
一
即
医
学
或
問
明
虞
榑
撰
姪
孫
守
愚
校
元
禄
十
一
一
一
年
（
’
七

二
行
一
九
字
、
無
界
、
双
辺
。

○
○
）
拠
慶
安
元
年
重
刊
本
京
都
吉
野
屋
徳
兵
衛
印
、
一
二
行
一
一
一
字
、
無
界
、
双
辺
。

⑩
新
編
医
学
正
伝
八
巻
明
虞
榑
撰
姪
孫
守
愚
校
古
活
字
印
本
、
二
行
二
○
字
、
有
界
、

Ｍ
呉
引
孫
二
八
四
四
？
～
’
九
○
四
？
）
の
蔵
書
印
で
あ
る
（
「
文
献
家
通
考
』
一
一
四
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四
～
四
七
頁
参
照
）
。
な
お
第
一
冊
呉
氏
蔵
印
の
下
に
墨
書
で
「
八
本
一
函
／
四
元
八
角
」
と
呉

同
年
三
月
四
日
校
庚
子
六
月
日
鄭
陳
隆
較
読
」

氏
購
入
時
の
価
格
か
と
見
ら
れ
る
書
入
れ
が
あ
る
。

巻
六
「
天
保
十
己
亥
年
二
月
廿
八
日
紗
於
昇
仙
満
室
灯
前
了
祷
早
坂
立
節
春
璋
六
十
五
歳
同
年

巧
栗
田
元
次
「
古
活
字
本
に
於
け
る
「
刊
之
」
に
つ
き
て
」
「
書
誌
学
」
一
二
巻
一
号
、
’

三
月
一
一
一
日
校
本
城
直
舎
了
聖
清
一
一
十
五
年
己
亥
七
月
初
七
日
以
日
本
紗
本
校
干
翰
香
家
塾
立

九
三
九
・
一
。

秋
節
鄭
陳
隆
沢
誌
」

肥
多
治
比
郁
夫
「
杏
雨
書
屋
所
蔵
古
活
字
本
目
録
」
（
『
杏
雨
」
第
４
号
、
二
○
○
｜
）
に
、

巻
八
「
天
保
八
丁
酉
年
十
月
一
一
日
手
紗
荷
破
昇
仙
満
室
子
坂
璋
六
十
三
歳
録
此
夜
校
一
遍
聖

巻
首
・
刊
記
の
書
影
が
載
る
（
二
五
二
頁
）
。

清
二
十
五
年
己
亥
七
月
朔
日
校
干
求
志
居
之
東
舎
鄭
陳
隆
沢
誌
庚
子
五
月
廿
八
日
雨
夜
蚊
子

Ⅳ
曲
直
瀬
流
医
家
に
よ
る
古
活
字
本
印
刷
に
関
し
て
は
、
川
瀬
一
馬
刷
古
活
字
版
の
研
究
」

擾
人
不
堪
焚
文
三
校
千
一
一
一
十
六
吉
祥
室
」

中
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ａ
．
Ｊ
発
行
、
一
九
六
七
）
の
「
補
訂
篇
第
六
章
第
一
節
繊
曄
鯛
医
師
の

巻
九
「
天
保
八
丁
酉
年
十
月
四
日
以
宝
素
堂
抄
本
手
書
駕
了
坂
璋
六
拾
一
一
一
歳
録
此
巻
首
尾
完

活
動
と
医
書
の
開
版
」
（
七
四
三
～
七
六
一
一
頁
）
参
照
。

全
凡
二
十
四
頁
」

肥
坂
春
璋
二
七
七
五
～
一
八
五
五
）
は
、
曽
占
春
（
本
草
家
、
薩
摩
藩
医
）
に
学
び
、
最

巻
十
「
天
保
八
丁
酉
年
十
月
廿
四
日
灯
前
書
写
了
坂
璋
六
十
三
歳
」

上
徳
内
に
従
っ
て
蝦
夷
・
樺
太
踏
査
を
行
い
（
一
七
九
二
）
、
後
年
二
八
一
五
項
）
、
幕
府
医

巻
十
一
「
天
保
八
丁
酉
年
十
一
月
三
日
昇
仙
蒲
局
灯
前
手
紗
比
夜
雨
雪
徹
夜
炉
火
灸
背
坂
璋
六

宮
坂
氏
を
継
い
だ
。
小
林
東
鴻
・
坂
丹
印
の
名
で
も
知
ら
れ
る
。

十
三
歳
同
月
七
日
夜
校
此
日
誕
辰
」

旧
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
に
一
本
を
蔵
す
る
ほ
か
、
近
年
、
古

巻
十
二
「
天
保
八
丁
酉
年
十
一
月
六
日
夜
一
一
更
手
紗
干
昇
仙
満
室
灯
前
了
坂
璋
六
十
一
一
一
歳
此
夜

書
市
場
に
も
現
れ
た
（
井
上
書
店
古
書
資
料
目
録
）
。

一
校
了
」

卯
各
巻
末
の
識
語
（
仁
安
中
丹
波
頼
基
書
写
・
保
元
中
憲
基
移
点
の
元
奥
書
を
除
く
）
は
吹

巻
十
三
「
保
九
戊
戌
年
四
月
十
一
日
手
紗
干
昇
仙
繭
室
畢
早
坂
春
璋
同
夜
校
了
」

の
通
り
。

巻
十
四
「
天
保
八
丁
酉
年
十
二
月
十
五
日
脚
癖
不
得
登
朝
在
敞
庸
紗
此
冊
了
畢
夜
校
一
過
坂
璋

巻
二
「
天
保
十
己
亥
年
一
一
月
廿
日
妙
於
昇
仙
満
室
灯
下
了
祷
皐
坂
立
節
春
璋
六
十
五
歳
同
年
三

六
十
三
歳
誌
」

月
四
日
校
」

巻
十
五
「
天
保
八
丁
酉
年
十
一
一
月
六
日
亥
中
刻
紗
了
坂
璋
六
十
三
歳
識
同
月
八
日
夜
校
一
過

巻
一
一
一
「
天
保
十
癸
亥
年
一
一
月
廿
三
日
於
昇
仙
満
室
而
憲
下
紗
了
茜
皐
坂
立
節
春
璋
六
十
五
歳
同

此
巻
首
尾
完
全
校
之
今
本
素
問
足
以
補
王
註
之
不
及
真
性
命
之
書
也
宝
之
重
之
求
志
居
主
人

年
三
月
四
日
灯
前
校
」

記
」

巻
五
「
文
政
庚
寅
八
月
二
十
九
日
得
之
於
尾
張
浅
井
正
翼
校
読
一
過
謹
蔵
干
宝
素
堂
小
島
質
誌

巻
十
七
「
天
保
八
丁
酉
年
十
二
月
十
八
日
本
城
直
舎
灯
下
自
紗
坂
璋
六
十
一
一
一
歳
天
保
九
戊
戌
年

天
保
十
己
亥
年
二
月
廿
六
日
夜
五
上
尅
紗
於
昇
仙
満
室
灯
前
畢
梼
皐
坂
立
節
春
璋
六
十
五
歳

正
月
八
日
校
」
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巻
十
九
「
天
保
九
戊
戌
年
正
月
五
日
灯
前
臨
紗
了
昇
仙
満
室
主
人
坂
春
璋
六
十
四
歳
誌
」

犯
「
是
書
久
無
伝
本
、
曇
歳
平
安
福
井
様
亭
得
第
廿
七
巻
摸
刊
以
伝
、
既
而
小
島
学
古
間
尾

（
巻
廿
一
一
）
「
天
保
九
戊
戌
年
三
月
廿
六
日
紗
了
祷
皐
昇
仙
満
室
主
坂
璋
六
十
四
歳
廿
七
日
夜
校

藩
浅
井
正
翼
、
就
仁
和
寺
書
庫
紗
得
廿
餘
巻
、
亟
使
書
手
杉
本
望
雲
就
而
謄
録
以
帰
即
是
本
也
。
」

了
此
本
首
尾
断
欄
無
知
幾
巻
弟
浅
井
正
封
云
是
当
巻
廿
二
」

（
『
経
籍
訪
古
志
」
巻
七
黄
帝
内
経
太
素
三
十
巻
の
条
）
。

巻
廿
三
「
天
保
九
戊
戌
年
正
月
八
日
予
有
微
差
南
西
曝
背
紗
了
梼
皐
坂
春
璋
六
十
四
歳
同
夜
対

羽
蔵
書
印
は
「
王
誌
栄
印
」
「
世
為
史
官
」
、
「
徐
乃
昌
」
「
積
学
斎
徐
乃
昌
蔵
書
」
「
南
陵
徐

校
」

乃
昌
校
勘
経
籍
記
」
「
曽
在
蘇
継
卿
処
」
「
復
旦
大
学
図
書
館
蔵
」
。

巻
廿
四
「
天
保
九
戊
戌
年
正
月
廿
八
日
夜
灯
前
書
之
畢
坂
春
璋
六
十
四
歳
一

型
「
文
献
家
通
考
』
参
照
、
王
誌
栄
（
’
一
五
○
～
五
三
頁
）
、
徐
乃
昌
（
一
一
一
一
四
五
～
四

巻
廿
五
「
天
保
九
戊
戌
年
春
二
月
六
日
春
日
照
々
晒
背
於
南
盲
紗
了
昇
仙
主
人
坂
立
節
璋
六
十

九
頁
）
。

四
歳
」

あ
表
紙
に
楊
守
敬
に
よ
る
識
語
が
あ
る
。
「
此
書
所
引
中
士
供
書
甚
多
、
即
不
／
快
者
亦
異

巻
廿
六
「
天
保
九
戊
戌
年
春
二
月
十
日
申
牌
微
陰
風
気
料
哨
老
病
疵
瘤
微
動
不
堪
寒
灸
背
於
被

同
甚
多
。
以
源
順
当
中
士
唐
代
、
所
見
皆
唐
本
故
也
。
守
敬
記
此
書
錐
巻
畉
無
多
、
其
可
宝

炉
紗
畢
徳
早
坂
立
節
春
璋
六
十
四
歳
」

不
在
慧
琳
音
義
下
。
」

巻
廿
七
「
天
保
辛
卯
三
月
望
裾
尾
張
浅
井
正
翼
一
一
一
経
楼
紗
本
紗
補
斯
一
脹
質
判
天
保
九
戊
戌

配
『
儒
門
事
親
』
の
解
題
に
つ
い
て
は
、
『
和
刻
漢
籍
医
書
集
成
第
二
輯
』
（
エ
ン
タ
プ
ラ

年
春
二
月
廿
五
日
終
日
陰
雨
背
被
炉
書
昇
仙
主
人
坂
璋
六
十
四
歳
」

イ
ズ
、
一
九
八
八
）
所
収
の
真
柳
誠
の
解
題
を
参
照
し
た
。

巻
廿
八
「
天
保
九
戊
戌
年
一
一
一
月
二
日
終
日
春
雨
薦
漉
老
懲
不
能
外
僥
几
背
炉
灸
腰
脊
紗
之
了
同

汀
儒
門
事
親
十
五
巻
金
張
従
正
撰
明
呉
勉
学
校
日
本
渡
辺
栄
訓
点
正
徳
元
年
序

月
六
日
枝
荷
皐
坂
立
節
璋
六
十
四
歳
聖
清
二
十
五
年
己
亥
歳
七
月
八
日
下
午
大
雨
平
地
水
脹

京
都
渡
辺
氏
松
下
鶴
堂
蔵
据
万
暦
中
刊
本
重
校
刊
全
五
冊

一
尺
雨
宙
無
事
以
影
宋
本
内
経
局
板
霊
枢
校
読
干
翰
香
家
塾
鄭
県
陳
隆
沢
誌
」

双
辺
、
匡
郭
内
Ｈ
一
九
八
×
Ｗ
’
二
八
。
無
界
、
’
○
行
二
○
字
。
単
黒
魚
尾
、
版
心
「
儒
門

巻
廿
九
「
天
保
九
年
戊
戌
一
一
一
月
五
日
三
Ⅲ
一
点
挑
灯
紗
了
祷
皐
昇
仙
薬
室
主
人
坂
璋
六
十
四
歳

事
親
巻
之
一
三
。
首
「
金
張
戴
人
先
生
箸
／
儒
門
事
親
／
洛
陽
松
下
睡
鶴
堂
蔵
板
」
〔
封

同
七
日
校
」
巻
汁
「
天
保
九
戊
戌
三
月
廿
九
日
小
尽
紗
干
昇
仙
薬
室
南
窓
了
梼
皐
昇
仙
薬
局
主

面
］
（
淡
茶
墨
刷
）
、
次
「
新
鎬
儒
門
事
親
叙
」
末
曰
「
正
徳
辛
卯
八
月
望
日
渡
辺
栄
元
安
甫
書

人
坂
璋
六
十
四
歳
四
月
朔
夜
校
了
」

子
洛
陽
松
下
睡
鶴
軒
」
（
六
行
一
六
字
、
全
四
丁
）
、
次
「
重
刊
儒
門
事
親
序
」
末
曰
「
嘉
靖
辛

皿
『
国
立
故
宮
博
物
院
善
本
旧
籍
総
目
』
（
民
国
七
二
年
）
下
．
六
八
五
頁
著
録
。
登
録
番

丑
三
月
戊
子
復
元
道
人
部
輔
序
」
（
全
一
丁
）
、
次
「
儒
門
事
親
後
序
賊
」
末
日
「
嘉
靖
十
九

号
、
函
五
○
三
、
天
○
六
六
七
、
観
五
九
六
。
本
書
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
真
柳
誠
「
故
宮
博

年
歳
次
庚
子
孟
冬
朔
日
銭
唐
間
忠
機
干
南
圃
随
室
中
」
（
全
一
工
、
次
「
儒
門
事
親
論
方
目
録
」

物
院
所
蔵
の
古
典
籍
（
｜
）
」
（
『
漢
方
の
臨
床
」
四
九
’
一
、
二
○
○
二
）
を
参
照
さ
れ
た
い
（
一

（
全
一
六
丁
）
、
次
「
儒
門
事
親
巻
之
一
／
戴
人
張
子
和
著
／
新
安
呉
勉
学
校
／
七
方
十
剤
縄
墨

五
一
一
～
三
頁
）
。

訂
一
」
（
全
四
○
丁
）
、
以
下
巻
二
（
全
四
四
丁
）
、
巻
三
（
全
一
一
一
八
丁
）
、
巻
四
（
全
一
九
丁
）
、
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巻
五
（
全
一
八
丁
）
、
巻
六
（
全
四
四
丁
）
、
巻
七
（
全
二
○
丁
）
、
巻
八
（
全
八
丁
）
、
巻
九
（
全

借
り
て
こ
の
部
分
を
紗
補
し
た
の
で
あ
る
。

九
丁
）
、
巻
十
（
全
一
八
丁
）
、
第
十
一
（
全
三
一
丁
）
、
第
十
二
（
全
四
○
丁
）
。
巻
十
一
一
一
（
全

皿
「
後
序
」
も
、
宝
素
所
蔵
嘉
靖
版
本
に
欠
い
て
い
た
た
め
、
多
紀
家
蔵
本
を
借
り
て
こ
の

一
七
丁
）
、
巻
十
四
（
全
一
三
丁
）
、
第
十
五
（
全
五
四
丁
）
。
印
記
「
漸
江
図
書
館
珍
蔵
善
本
」
、

部
分
を
妙
補
し
た
。
「
後
序
」
は
和
刻
本
に
も
収
録
す
る
が
、
そ
れ
を
敢
え
て
紗
補
し
て
い
る
の

「
京
六
か
く
通
／
柳
枝
軒
／
御
か
う
町
西
へ
入
」
（
巻
十
五
、
五
四
丁
裏
）
。

は
、
嘉
靖
版
の
写
刻
体
の
資
料
保
存
の
た
め
と
、
後
序
撰
者
の
読
み
に
問
題
が
あ
る
と
見
た
か

肥
文
政
三
年
は
、
干
支
と
閏
月
か
ら
み
て
文
政
十
一
一
一
年
（
天
保
元
年
）
の
誤
記
で
あ
る
。

ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

羽
多
紀
元
簡
の
考
証
は
、
以
後
の
『
儒
門
事
親
」
研
究
の
基
礎
と
な
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る

妃
『
国
立
故
宮
博
物
院
善
本
旧
籍
目
録
』
（
民
国
七
二
年
）
下
・
六
九
七
頁
。
登
録
番
号
’

の
で
、
全
文
を
引
用
し
て
お
く
。
版
本
と
小
島
の
抄
出
と
に
若
干
の
異
同
が
あ
る
。

函
四
六
九
、
観
七
九
一
、
天
○
九
一
一
九
、
故
観
○
二
七
一
七
。
無
辺
、
紙
形
Ｈ
’
一
四
九
×
Ｗ
｜

「
霧
恕
公
忠
（
※
目
黒
道
琢
）
薑
一
一
一
一
口
儒
門
事
親
一
書
、
前
三
巻
、
議
論
精
確
、
文
亦
俊
逸
、
後

六
六
。
無
界
。
首
高
鳴
〔
序
］
末
日
「
中
統
某
年
秋
九
月
一
一
一
日
高
鳴
敬
書
」
（
全
二
丁
、
七
行

小
島
ナ
ン

一
一
一
字
）
、
次
頤
斎
「
引
」
末
日
「
昭
陽
単
閼
陽
月
晦
日
頤
斎
引
」
（
全
四
丁
、
七
行
一
四
字
）
、

八
巻
、
乃
体
裁
殊
異
、
必
是
別
一
種
書
、
或
出
千
門
人
之
手
焉
。
後
関
心
印
紺
珠
経
云
、
子
和
金

宛
丘
人
、
氏
張
、
戴
人
是
也
。
有
儒
門
事
親
一
一
一
十
篇
、
＋
形
三
療
一
峡
、
治
病
百
法
一
峡
、
一
一
一

次
「
太
医
張
子
和
先
生
儒
門
事
親
目
録
」
（
全
二
丁
）
、
次
「
太
医
張
子
和
先
生
儒
門
事
親
巻
第

版
木
ナ
シ

小
島
ナ
シ

一
／
七
方
十
斉
縄
墨
Ｔ
ｌ
（
～
十
）
」
（
全
一
一
一
一
一
Ｔ
）
、
次
「
巻
第
一
一
／
（
＋
｜
～
一
一
十
）
」
（
全
一
一
一

復
指
迷
一
峡
、
治
〔
法
〕
心
要
一
峡
、
一
一
一
法
六
門
世
伝
方
一
峡
。
今
考
之
於
医
統
正
脈
所
収

本
、
従
第
一
巻
七
方
十
剤
縄
墨
訂
、
至
第
三
巻
氷
解
、
凡
一
一
一
十
篇
、
此
即
儒
門
事
親
也
。
目
第

二
Ｔ
）
、
次
「
巻
第
一
一
一
／
（
’
一
十
一
～
一
一
一
十
）
」
（
全
一
一
八
丁
）
、
吹
寓
斎
居
士
「
儒
門
事
親
書
後

四
巻
、
至
第
五
巻
、
別
是
一
書
。
目
第
六
巻
、
至
第
十
一
巻
、
乃
十
形
三
療
也
。
自
第
十
二
巻
、

序
」
末
日
「
甲
辰
冬
十
月
朔
題
」
（
全
四
丁
、
七
行
一
四
字
）
。
本
書
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
真

至
第
十
五
巻
、
乃
三
法
六
門
世
伝
方
也
。
尋
借
元
板
於
西
京
伊
良
子
氏
而
抄
之
、
凡
一
一
一
巻
、
首

柳
誠
「
故
宮
博
物
院
所
蔵
の
古
血
〈
籍
（
五
）
」
（
『
漢
方
の
臨
床
」
四
九
’
六
、
’
’
○
○
二
）
を
参

有
中
統
年
間
高
唱
序
、
及
金
人
張
頤
斎
序
、
後
有
金
人
無
名
氏
厳
、
篇
数
与
紺
珠
経
所
載
符
美
。

照
さ
れ
た
い
（
八
四
○
～
四
二
頁
）
。

恕
公
没
十
餘
年
、
惜
不
見
此
書
焉
。

鍋
「
辛
卯
十
月
廿
一
日
夜
、
従
聿
修
原
写
本
対
校
、
間
有
一
二
不
可
読
、
傍
参
挿
架
嘉
靖
刊

朝
鮮
所
輯
医
方
類
聚
、
多
引
十
形
一
一
一
療
一
一
一
法
六
門
。
今
医
統
正
脈
本
儒
門
事
親
中
並
有
之
。
」

本
、
朱
記
於
上
方
、
友
人
奈
須
菊
篭
為
予
同
読
。
質
」
（
巻
一
末
、
朱
筆
）
。
「
辛
卯
十
月
廿
二
日
、

（
『
医
謄
』
上
、
’
一
二
丁
裏
三
一
一
丁
表
）

照
聿
修
堂
蔵
本
、
与
奈
須
菊
篭
校
於
奈
須
氏
之
久
昌
院
。
質
記
」
（
巻
二
末
、
朱
筆
）
。
「
天
保
二

卯
「
辞
世
詩
」
は
、
「
医
統
正
脈
」
所
収
本
の
目
録
末
に
「
大
医
先
生
辞
世
詩
佃
附
干
後
」

年
十
月
廿
一
一
百
、
照
聿
修
堂
蔵
元
版
影
紗
原
本
一
校
、
更
参
架
蔵
嘉
靖
刻
本
是
正
脱
誤
、
友
人

と
あ
る
が
、
す
で
に
詩
は
欠
い
て
い
た
た
め
、
和
刻
本
も
こ
れ
を
踏
襲
し
て
、
そ
の
眉
注
に
「
此

奈
須
菊
菱
為
予
助
校
。
後
学
小
島
学
古
記
於
宝
素
堂
。
」
（
巻
三
末
、
朱
筆
）
。

詩
舶
来
本
共
閥
須
後
考
」
と
み
え
て
い
る
。
「
辞
世
詩
」
は
嘉
靖
版
の
末
に
付
さ
れ
て
お
り
、
宝

型
多
紀
氏
抄
本
で
は
高
鳴
序
が
巻
こ
の
前
に
位
置
す
る
点
が
、
小
島
抄
本
と
の
相
違
点
で
あ

素
も
嘉
靖
版
を
蔵
し
た
が
、
所
蔵
本
は
こ
の
部
分
を
欠
い
て
い
た
。
そ
こ
で
、
多
紀
家
蔵
本
を

る
。

189



日本漢文学研究

補
）
を
参
照
し
た
。

秋
四
日
、
与
奈
須
藩
巷
同
校
読
一
過
、
時
炎
蒸
催
眠
、
拭
目
記
之
。
観
棊
生
質
識
於
宝
素
閣
」

次
「
巻
之
十
五
」
（
存
五
五
丁
、
末
鉄
）
。

羽
「
文
政
十
一
一
一
年
閨
一
一
一
月
一
一
一
日
読
於
直
舎
質
記
」
（
巻
四
末
）
、
「
文
政
十
一
一
一
年
閏
三
月
廿

四
日
一
校
了
」
（
巻
五
末
）
、
「
四
月
廿
七
日
加
一
見
畢
（
花
押
）
」
（
巻
七
末
）
、
「
文
政
十
三
年
孟

ｗ
『
国
立
故
宮
博
物
院
善
本
旧
籍
目
録
』
（
民
国
七
二
年
）
下
・
六
九
七
頁
。
整
理
番
号
ｌ

函
四
六
九
、
観
七
九
○
、
天
○
九
一
一
八
、
故
観
○
二
七
一
一
一
～
○
’
’
七
一
六
。
単
辺
、
匡
郭
内

Ｈ
’
九
七
×
Ｗ
’
四
九
。
有
界
、
’
○
行
二
○
字
。
白
口
、
版
心
「
儒
門
事
親
巻
之
一
一
一
一
介

后
斎
」
。
首
部
輔
序
「
獲
宝
瑠
…
嘉
靖
辛
丑
三
月
戊
子
復
元
道
人
部
輔
序
」
（
存
末
半
丁
）
、
次

「
儒
門
事
親
巻
之
三
／
戴
人
張
子
和
著
／
喉
舌
緩
急
尼
薬
不
同
解
一
一
十
一
」
（
全
一
一
一
八
丁
）
、
次

「
巻
之
四
」
（
全
一
一
○
丁
）
、
次
「
巻
之
五
」
（
全
一
八
丁
）
、
次
「
巻
之
六
」
（
全
四
三
丁
）
、
次

「
巻
之
七
」
（
全
二
○
丁
）
、
次
「
巻
之
八
」
（
全
八
丁
）
、
次
次
「
巻
之
九
」
（
全
九
丁
）
、
次
「
巻

之
十
」
（
全
一
九
丁
）
、
次
「
巻
之
十
一
」
（
存
三
一
一
丁
、
末
鉄
）
、
次
次
「
巻
之
十
一
一
」
（
全
四
○

丁
）
、
次
「
巻
之
十
三
劉
河
間
先
生
一
一
一
消
論
」
（
全
一
七
丁
）
、
次
「
巻
之
十
四
」
（
全
一
四
丁
）
、

斎
引
の
末
）

死
「
案
昭
陽
単
閼
、
在
金
亡
之
後
九
年
、
乃
宋
理
宗
淳
祐
三
年
癸
卯
也
。
頤
斎
金
人
、
故
不

用
宋
号
耳
。
寓
斎
後
序
、
成
於
甲
辰
、
称
張
君
耀
卿
之
引
、
則
知
頤
斎
者
張
之
別
号
歎
。
」
（
頤

四
二
巻
四
号
六
○
○
頁
（
’
九
九
六
）
に
筆
者
に
よ
る
翻
刻
あ
り
。

如
伝
存
未
詳
の
た
め
想
像
の
域
を
出
な
い
が
、
多
紀
元
陶
が
『
医
方
類
聚
」
所
引
本
文
を
「
儒

羽
『
医
方
類
聚
』
に
つ
い
て
は
、
三
木
栄
「
朝
鮮
医
書
誌
』
（
学
術
刊
行
会
、
’
九
七
一
一
一
増

妬
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
・
森
立
之
紗
『
河
清
寓
記
」
（
’
三
丁
表
）
。
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

門
事
親
』
に
書
き
入
れ
た
本
で
は
な
か
っ
た
か
。

（
巻
十
末
）
。
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図４－３：研医会図書館蔵

古活字本「医学正伝』（Ｂ本）巻二首 古活字本「医学正伝』（Ａ本）巻二首
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j:》

も

旬
と
罠
の

慰
熱
凝
塊
抄

復旦大学図書館所蔵 復旦大学図書館所蔵図６ 図５１

坂春璋妙『黄帝内経太素」巻二首 古活字本「医学正伝ｊ巻八末曲直瀬玄朔駁

ｆ

し

鯉
晒
函
ｕ
麺
誘
如
灰
鐸
⑧
金；

…
…

と
鋤
万
十
繭
率
榔
戦
耐
一

…
…
…
雲

震
！;i
鍵

lｌ

Ｉ吸
軽

鰐1iiilBii鐸

図７：漸江図書館所蔵小島宝素手沢『儒門事親ｊ巻一首図６－２：復旦大学図書館所蔵坂春璋妙

朱筆入れは宝素による元版・明嘉靖版との校異「黄帝内経太素ｊ巻三十末坂春璋妙と坂春璋妙と陳隆沢の駁

－１９３－
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､雁沁ｆ】
、‐ず〃●●１，

詮

了

ａ
亭
大
目
イ
ろ

「
Ｉ
ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
ｉ
ｉ
１
ｌ
ｊ
ｌ
ｌ
ｉ
●
’
四
．

卿
内
坤
醗
惣
綬
騨
噸
懸
縫
耀
耀
錘

ク

受

尾『調

図８：漸江図書館所蔵小島宝素手沢ｉ儒門事親』巻一首

巻十五末に附された宝素手紗にかかる「儒門事親後序」

￣

必賛戎
亭
毯
淡
奇

お
鼻
不
為
爾

道
善
煮
錨
其

風
雪
』
『
察
自

多
式
乙
永
調

」【Ii-会ごlzPi造|麺；日笠;円

Ⅸトi語る

霧侮ラ

'８１ｓ陰

:菱
覧寓

ｌ

有
す
肌
利
天
下

必
然
今
連
鑑
橇

霧

ａ
、
矧
閨
闇

Ｌごご「

し

図９：台湾故宮博物院所蔵

小島宝素手紗「儒門事親」巻首

図１０：台湾故宮博物院所蔵小島宝素旧蔵

明嘉靖版「儒門事親I巻三首

－１９４－
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医
学
類

全
書
之
属

１
●
合
類
李
挺
先
生
医
学
入
門
十
七
巻
（
日
）
八
尾
玄
長
輯
（
明
）
李
挺
撰
日
本

寛
文
六
年
（
］
①
霊
）
刻
本
一
一
○
冊
長
３
３
５
４
３
８
１
５
７

２
又
七
冊
３
９
５
２
３
７
１
４
３

３
●
三
因
極
一
病
証
方
論
十
八
巻
（
宋
青
田
）
陳
一
一
一
一
口
（
無
択
）
撰
日
本
元
禄
六
年

（
］
ｓ
い
）
平
安
書
林
橘
枝
堂
刻
本
六
冊
長
３
３
４
８
５
７
１
６
２

４
●
儒
門
事
親
十
五
巻
（
金
）
張
子
和
（
載
人
）
撰
日
本
正
徳
元
年
（
］
。
］
）
渡

辺
氏
洛
陽
松
下
睡
鶴
堂
刻
本
五
冊
４
０
５
２
５
５
１
５
９

５
又
長
３
３
５
７
２
０
１
２
４

上
海
図
書
館
所
蔵
日
本
関
係
古
医
書
目

資
料凡
例
以
下
に
掲
げ
る
書
目
は
、
上
海
図
書
館
所
蔵
古
籍
の
う
ち
の
日
本
関
係
古
医

書
の
み
を
、
カ
ー
ド
目
録
か
ら
抽
出
し
て
再
編
し
た
も
の
で
あ
る
。
カ
ー
ド
目
録

の
記
載
に
従
う
こ
と
を
原
則
と
し
、
誤
り
と
見
ら
れ
る
記
述
も
そ
の
ま
ま
に
存
し

た
。
あ
わ
せ
て
王
宝
平
主
編
『
中
国
館
蔵
和
刻
本
漢
籍
書
目
」
『
中
国
館
蔵
日
人

漢
文
書
目
』
（
杭
州
大
学
出
版
社
、
’
九
九
五
一
九
九
七
）
を
参
看
し
、
前
者

著
録
に
は
通
し
番
号
の
次
に
●
、
後
者
著
録
に
は
○
、
（
筆
者
の
見
落
と
し
等
に

よ
る
）
カ
ー
ド
目
録
未
検
出
書
は
〈
〉
を
付
し
た
。

９
○
病
家
要
覧
八
巻
（
日
）
中
山
信
義
（
’
一
一
柳
）
撰
日
本
寛
文
十
二
年
（
」
ヨ
ロ
）

吉
野
屋
権
兵
衛
刊
本
四
冊
長
３
３
５
３
４
６
１
４
９

ｍ
●
医
通
纂
要
四
巻
（
日
）
滕
謙
斎
輯
日
本
安
永
五
年
（
］
。
Ｓ
浪
華
積
玉
圃
・

定
栄
堂
合
刻
本
四
冊
４
１
０
３
６
２
１
６
５

〈
●
東
垣
十
書
日
本
翻
刻
明
嘉
靖
遼
藩
王
梅
南
書
屋
刻
本
〉

（
綜
合
性
医
書
之
属
）

医
経
之
属

内
経

Ⅱ
●
重
広
補
註
黄
帝
内
経
素
問
二
十
四
巻
新
刊
黄
帝
内
経
霊
枢
二
十
四
巻
（
唐
）

王
沐
（
啓
玄
子
）
注
（
宋
）
林
億
校
日
本
寛
文
一
一
一
年
（
冨
窒
）
翻
刻
明
万
暦
周
氏
対

峯
刻
本
一
八
冊
霊
枢
無
性
長
３
４
７
０
１
７
１
３
４

〈
●
重
広
補
註
黄
帝
内
経
素
問
二
十
四
巻
（
唐
）
王
沐
注
（
宋
）
林
億
等
校
正
孫
兆

改
誤
日
本
寛
文
年
間
刻
本
〉

〈
●
新
刊
黄
帝
内
経
霊
枢
二
十
四
巻
（
唐
）
王
沐
注
（
宋
）
史
癌
音
釈
日
本
寛
文

三
年
（
］
①
＄
）
刻
本
済
李
浩
批
校
〉

６
校
正
大
字
医
学
正
伝
八
巻
（
明
花
渓
）
虞
榑
（
天
民
）
撰
日
本
万
治
一
一
年
（
忘
望
）

吉
野
屋
権
兵
衛
刻
本
八
冊
長
３
３
５
２
５
６
１
６
３

〈
●
新
編
医
学
正
伝
八
巻
明
虞
榑
編
日
本
塵
安
元
年
（
］
①
盆
）
刊
本
存
巻
一
〉

７
●
万
病
回
春
八
巻
（
明
金
黙
）
襲
廷
賢
輯
日
本
正
保
四
年
（
忌
三
）
刻
本
八
冊

長
５
５
５
４
０
９
１
１
６

８
●
雲
林
医
聖
普
慈
航
八
巻
（
明
金
黙
）
襲
廷
賢
輯
日
本
刻
本
八
冊
４
９
７
１

８
１
１
８
８

195



日本漢文学研究

四
重
広
補
註
黄
帝
内
経
素
問
二
十
四
巻
（
唐
）
王
水
（
啓
玄
子
）
注
（
宋
）
林
億

校
日
本
安
政
四
年
（
房
田
）
倣
宋
刻
本
九
冊
５
１
６
０
７
５
１
８
３

旧
素
間
識
八
巻
（
日
）
丹
波
元
簡
撰
日
本
天
保
八
年
（
冨
弓
）
聿
修
堂
刻
本
六

冊
長
４
４
０
１
０
８
１
１
３

Ｍ
素
間
識
八
巻
解
題
一
巻
彙
考
一
巻
（
日
）
丹
波
元
簡
撰
日
本
天
保
八
年
（
屋
昌
）

聿
修
堂
刻
本
一
○
冊
長
３
３
４
９
０
９
１
１
８

旧
黄
帝
内
経
太
素
一
一
一
十
巻
存
巻
一
一
、
’
一
一
、
五
、
六
、
八
、
至
二
十
一
（
晴
）
楊
上

善
注
日
本
紗
本
八
冊
４
８
９
９
７
０
１
７
７

陰
陽
五
行
及
運
気

肥
○
運
気
論
奥
疏
紗
十
巻
（
日
）
松
下
見
林
撰
日
本
寛
文
五
年
（
』
①
急
）
刻
本
五

冊
長
３
３
６
４
５
９
１
６
３

Ⅳ
運
気
論
奥
纂
要
全
解
三
巻
（
日
）
閑
流
子
一
二
屋
元
仲
撰
日
本
貞
享
元
年
（
忌
窒
）

刻
本
七
冊
４
６
７
１
２
８
１
３
４

旧
運
気
纂
要
図
説
一
一
一
巻
附
録
一
巻
（
日
）
閑
流
子
元
仲
撰
日
本
貞
享
元
年
（
」
①
量
）

刻
本
七
冊
４
６
７
１
３
５
１
４
１

難
経

旧
難
経
本
義
二
巻
首
一
巻
（
戦
国
）
秦
越
人
撰
（
元
）
滑
寿
注
（
明
）
呂
復
校
正
日

本
寛
永
十
年
（
］
＄
い
）
吉
田
原
仁
左
衛
門
二
冊
３
８
９
６
７
９
１
８
０

別
（
王
翰
林
集
註
）
黄
帝
八
十
一
難
経
五
巻
（
盧
国
）
秦
越
人
撰
（
呉
）
呂
広
等

註
解
（
明
鄭
県
）
王
九
思
校
正
日
本
慶
安
五
年
（
辰
巳
）
武
村
市
兵
衛
刊
本
一
一
冊
長

３
３
５
４
８
２
１
８
３

Ⅲ
●
難
経
注
疏
一
一
巻
附
一
二
焦
辨
｜
巻
（
日
）
名
古
屋
玄
医
撰
日
本
天
和
一
一
一
年

傷
寒
金
蘆
之
属

泌
趙
開
美
傷
寒
論
長
０
０
４
４
１
８

邪
校
正
傷
寒
論
十
巻
（
漢
）
張
機
（
仲
景
）
撰
（
萱
王
叔
和
編
（
宋
）
林
億
校

正
日
本
寛
政
九
年
（
ミ
ヨ
）
刻
本
一
冊
５
４
９
８
５
８

町
註
解
傷
寒
論
十
巻
（
漢
）
張
機
撰
（
晋
）
王
叔
和
編
（
金
）
成
無
己
校
正
日

本
天
保
六
年
（
］
の
誤
）
蹟
寿
館
刻
本
一
一
一
冊
３
４
７
０
３
６
１
３
８

蛆
傷
寒
大
成
（
情
長
洲
）
張
珊
（
路
玉
）
等
撰
日
本
文
化
元
年
（
冨
三
）
翻
刻
本

（
張
氏
医
書
七
種
）
七
冊
３
１
１
６
３
９
１
４
５

油
傷
寒
大
成
（
情
長
洲
）
張
璃
（
路
玉
）
等
撰
日
本
文
化
９
年
（
］
、
后
）
思
得
堂

刻
本
五
冊
５
３
１
９
９
４
１
９
８

列
●
傷
寒
論
後
條
辨
十
五
巻
（
清
新
安
）
程
応
鹿
（
郊
情
）
注
附
傷
寒
論
原
本
編

次
（
漢
南
陽
）
張
機
（
仲
景
）
撰
・
傷
寒
論
條
辨
編
次
（
明
）
方
有
執
（
中
行
）
撰
・

傷
寒
論
尚
論
篇
編
吹
（
清
）
楡
昌
（
嘉
一
一
一
一
口
）
撰
合
一
巻
日
本
宝
永
元
年
（
ご
宝
）
博

古
堂
刻
本
八
冊
４
１
４
６
Ｏ
１
ｌ
Ｏ
８

ｎ
●
傷
寒
論
集
成
十
巻
首
一
巻
（
日
）
山
田
正
珍
撰
日
本
寛
政
元
年
（
］
『
宅
）
刻

（
冨
田
）
門
人
伊
藤
素
安
刻
本
一
一
冊
長
３
３
５
４
０
７
１
０
８

皿
●
黄
帝
八
十
経
疏
証
二
巻
（
日
東
都
）
丹
波
元
胤
撰
日
本
文
政
二
年
（
］
巴
①
）

聿
修
堂
刻
本
二
冊
長
３
３
５
４
２
６
１
２
７

四
又
二
冊
長
０
１
２
６
５
３

別
難
径
注
疏
二
巻
（
戦
国
）
秦
越
人
撰
（
日
）
丹
波
元
胤
疏
証
附
解
題
一
巻
（
日
）

丹
波
元
胤
撰
民
国
一
一
十
四
年
（
｝
浅
の
）
上
海
中
医
書
局
鉛
印
本
一
冊
３
９
５
６
８

３
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杣
医
学
質
験
五
種
傷
寒
啓
微
三
巻
（
日
）
片
倉
元
周
撰
日
本
寛
政
六
年
（
弓
窒
）

静
倹
堂
刻
本
三
冊
長
９
７
５
９
６
１
９
８

牡
傷
寒
論
類
編
十
三
巻
一
名
傷
寒
雑
病
論
類
編
（
日
）
小
島
瑞
蟇
註
（
日
）
大
島

蔓
冊
定
日
本
文
政
二
年
（
三
①
）
省
蓄
刻
本
一
一
一
冊
５
５
８
６
５
８
１
６
９

〈
●
張
仲
景
傷
寒
論
貫
珠
集
八
巻
（
清
）
尤
怡
註
釈
日
本
文
政
九
年
（
］
旨
ｅ
小
川
杖

天
保
一
一
一
年
（
屋
邑
）
補
刻
本
一
○
冊
４
０
４
７
４
１
１
５
０

兜
傷
寒
論
識
六
巻
（
日
）
浅
田
栗
園
撰
民
国
一
一
十
年
（
］
雪
］
）
上
海
六
也
堂
薬
局

鉛
印
本
六
冊
５
７
１
１
５
８
１
６
３

羽
●
傷
寒
広
要
十
一
一
巻
（
日
）
丹
波
元
堅
撰
日
本
文
政
十
年
（
］
旨
「
）
聿
修
堂
刻

本
（
存
誠
薬
室
叢
書
）

四
冊
長
３
３
５
３
６
３
１
６
６

弧
又
５
６
２
５
０
２
１
０
７

妬
●
傷
寒
論
述
義
五
巻
補
一
巻
（
日
）
丹
波
元
堅
撰
日
本
天
保
十
五
年
（
屋
室
）

存
誠
薬
室
刻
本
（
存
誠
薬
室
叢
書
）
二
冊
長
３
３
５
４
７
１
１
７
２

沁
傷
寒
論
述
義
五
巻
補
一
巻
（
日
）
丹
波
元
堅
撰
民
国
一
一
十
年
（
］
房
」
）
上
海
六

也
堂
薬
局
鉛
印
本
二
冊
５
７
１
１
５
６
１
５
７

町
傷
寒
論
述
義
五
巻
補
一
巻
（
日
）
丹
波
元
堅
撰
民
国
一
一
十
四
年
（
］
①
急
）
上
海

中
医
書
局
鉛
印
本
（
聿
修
堂
医
薬
叢
書
）
一
冊
５
３
３
４
９
７

畑
傷
寒
論
輯
義
七
巻
（
日
）
丹
波
元
堅
撰
日
本
文
政
五
年
（
］
、
巴
）
聿
修
堂
刻
本

一
○
冊
長
３
３
５
４
５
８
１
６
７

羽
傷
寒
辨
術
一
巻
（
日
）
浅
田
惟
常
撰
日
本
弘
化
四
年
（
］
の
合
）
刻
本
一
冊
４

７
０
４
３
９

妬
○
温
疫
方
論
解
四
巻
首
一
巻
（
日
本
）
泰
山
霧
隠
撰
日
本
文
政
七
年
（
崖
医
）

刻
本
五
冊
３
８
８
３
３
８
１
４
２

（
瘡
痢
）

（
灌
脳
炎
）

（
瘤
疫
）

（
癩
病
霊
乱
）

Ⅳ
●
獅
脹
玉
衡
書
一
一
一
巻
後
巻
一
巻
（
清
補
季
）
郭
志
達
（
右
陶
）
撰
日
本
享
保
八

年
（
］
『
邑
尚
書
堂
刻
本
一
一
一
冊
長
３
３
５
３
７
６
１
７
８

内
科
之
属

拙
●
金
蘆
要
略
註
解
二
十
一
一
一
巻
（
日
）
名
古
屋
玄
医
註
日
本
元
禄
九
年
（
］
毛
①
）

男
玄
篤
刻
本
四
冊
長
３
３
５
３
７
９
１
８
２

判
●
金
匿
要
略
方
論
輯
義
六
巻
（
日
）
丹
波
元
簡
撰
日
本
文
化
人
年
（
屋
］
」
）
聿

修
堂
刻
本
一
○
冊
長
３
３
５
３
５
３
１
６
２

温
病
之
属

通
論

妬
●
瘤
疫
論
類
編
五
巻
（
明
廷
陵
）
呉
有
性
（
又
可
）
撰
（
清
諸
城
）
劉
奎
（
松

峰
）
評
釈
日
本
享
和
一
一
一
年
（
］
、
ｇ
）
京
都
尚
書
堂
刊
本
一
一
冊
長
３
３
５
４
１
７
１

１

８

庵
稽
古
斎
刊
本
〉

蛆
●
金
蘆
玉
函
経
八
巻
（
漢
南
陽
）
張
機
著
（
晋
高
平
）
王
叔
和
撰
次
（
宋
）
林

億
等
校
正
日
本
延
享
一
一
一
年
（
弓
室
）
平
安
成
美
堂
刻
本
一
一
一
冊
長
３
３
５
３
８
３
１

８
３

1９７
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（
血
症
）

虫
疾

印
賄
志
一
一
一
巻
（
日
）
喜
多
村
直
子
温
撰

日
本
嘉
永
一
一
年
（
冨
金
）
学
訓
堂

刻
本
一
冊
５
６
０
０
７
４

其
他

田
万
病
皆
鯵
論
一
巻
（
日
）
源
通
魏
（
信
陽
）
撰
民
国
十
九
年
（
ご
ざ
）
上
海
国

医
書
局
鉛
印
本
（
国
医
小
叢
書
）
｜
冊
５
３
７
２
５
１

別
価
痛
積
聚
編
一
巻
（
日
）
大
橋
尚
因
撰
民
国
十
九
年
（
』
冨
○
）
上
海
国
医
書
局

（
中
風
）

（
肺
瘤
）

（
腎
病
）

（
胃
腸
病
）

脚
気

別
○
脚
気
方
論
三
巻
（
日
）
松
井
閲
撰
日
本
寛
延
元
年
（
｝
二
ｍ
）
男
松
井
泰
刻
本

三
冊
長
３
３
５
４
２
３
１
２
５

Ⅲ
脚
気
新
論
一
巻
（
日
）
今
村
亮
撰
日
本
明
治
十
一
年
（
］
ョ
の
）
刻
本
一
冊
５

２
７
８
７
１

７
１
９
４
１
２
２
３

通
論

組
内
科
新
説
三
巻
（
英
国
）
合
信
氏
（
清
江
富
）
管
茂
材
合
撰
日
本
安
政
六
年

（
］
器
①
）
桃
樹
園
刻
本
一
冊
５
８
９
１
４
５

組
○
雑
病
広
要
一
一
一
十
巻
（
日
）
丹
波
元
堅
撰
日
本
蹟
寿
館
活
字
本
一
一
一
○
冊
４
６

鉛
印
本
（
国
医
小
叢
書
之
二
十
）
｜
冊
５
３
７
２
５
０

冊
油
滴
積
聚
編
一
巻
（
日
）
大
橋
尚
因
撰
民
国
二
十
六
年
（
ご
ミ
）
上
海
国
医
書

局
石
印
再
版
本
一
冊
５
０
６
９
４
５

外
科
之
属

通
論

冊
○
瘍
科
秘
録
十
巻
（
日
）
本
間
玄
調
撰
日
本
弘
化
四
年
（
］
二
℃
）
本
間
氏
自
準

亭
刻
本
（
日
文
本
末
冊
附
図
彩
色
套
印
）
’
二
冊
３
８
８
３
４
３
１
５
４

町
○
続
瘍
科
秘
録
五
巻
（
日
）
本
間
玄
調
撰
（
日
）
川
又
誠
等
輯
日
本
安
政
六
年

（
屋
＄
）
本
間
氏
自
準
亭
刻
本
（
日
文
）
五
冊
３
８
８
３
５
５
１
５
９

昭
●
痛
瘍
機
要
三
巻
（
明
古
呉
）
酵
己
撰
日
本
承
応
三
年
（
］
①
量
）
武
村
氏
兵
衛

刻
本
三
冊
３
９
２
７
０
８
１
１
０

（
癌
疽
及
外
科
方
）

（
斤
毒
）

（
麻
風
）

梅
毒

的
徽
痛
新
書
不
分
巻
（
日
）
片
倉
元
周
撰
日
本
天
明
六
年
（
］
ョ
①
）
東
都
静
倹
堂

刻
本
二
冊
長
０
２
４
４
７
６

帥
徽
瘡
証
治
秘
鑑
一
一
巻
（
日
）
橘
尚
賢
撰
清
光
緒
十
一
年
（
』
②
謡
）
尊
人
堂
刻
本

一
冊
５
６
２
７
５
０

（
皮
膚
病
）

五
官
科
之
属

眼
科
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日
銀
海
精
微
一
一
巻
（
唐
）
孫
思
遡
輯
日
本
摂
陽
書
犀
刻
本
二
冊
長
３
３
５
２
３

６
１
３
７

田
原
機
啓
微
一
一
巻
附
録
一
巻
（
明
呉
郡
）
醇
己
（
新
甫
）
撰
日
本
承
応
一
二
年
（
］
①
、
←
）

刻
本
三
冊
５
５
８
６
５
５
１
５
７

田
秘
伝
眼
科
全
書
六
巻
（
明
武
夷
）
衰
学
淵
（
晴
峰
）
撰
日
本
寛
政
一
一
一
年
（
］
ご
］
）

崇
高
堂
刻
本
二
冊
長
３
３
４
７
７
４
１
７
５

Ｎ
眼
科
錦
襄
四
巻
続
二
巻
（
日
）
本
庄
俊
篤
撰
日
本
天
保
八
年
（
崗
弓
）
刻
斯

胡
許
恒
遠
堂
得
版
印
本
六
冊
５
６
８
４
８
５
１
９
０

（
喉
科
）

（
通
論
）

（
舌
喉
）

（
喉
癖
）

（
口
歯
）

婦
産
科
之
属

通
論

筋
胎
内
教
青
（
日
）
伊
東
琴
吹
郎
撰
（
清
）
陳
毅
訳
清
光
緒
一
一
十
八
年
（
ご
Ｓ
）

上
海
広
智
書
局
鉛
印
本
一
冊
５
７
１
１
８
５

舶
又
一
冊
長
９
６
３
３
２

町
○
産
論
翼
二
巻
附
録
一
巻
（
日
）
賀
川
玄
迪
（
子
啓
）
撰
日
本
安
永
四
年
（
」
。
、
）

刻
本
一
冊
長
３
３
５
１
０
７

（
広
嗣
）

児
科
之
属

閉
経
効
産
宝
一
一
一
巻
続
一
巻
（
唐
）
昔
股
撰
日
本
拠
宋
本
重
刻
清
光
緒
七
年
（
］
霊
］
）

婆
源
張
氏
得
版
重
印
本
一
冊
長
３
３
４
９
０
８

痘
疹

Ⅷ
●
痘
科
鍵
一
一
巻
麻
疹
一
巻
（
明
宛
陵
）
朱
巽
（
嘘
万
）
撰
日
本
享
保
十
五
年
（
弓
ご
）

武
子
龍
刊
本
二
冊
長
３
３
５
３
９
５
１
９
６

（
麻
疹
）

（
種
痘
）

（
鷲
風
）

（
其
他
）

（
傷
骨
科
）

鍼
灸
之
属

通
論

、
●
鍼
灸
甲
乙
経
十
二
巻
（
晋
高
密
）
皇
甫
詔
撰
日
本
寺
町
通
本
能
寺
前
八
尾
勘

兵
衛
刻
本
四
冊
長
３
３
５
３
４
２
１
４
５

ね
●
鍼
灸
資
生
経
七
巻
（
宋
）
王
執
中
撰
日
本
寛
文
九
年
（
忌
忠
）
村
上
氏
刻
本

七
冊
３
４
７
９
３
０
１
３
６

門
鍼
灸
資
生
経
七
巻
（
宋
）
大
監
王
公
輯
日
本
寛
文
九
年
（
忌
宅
）
村
上
勘
兵
衛

刻
本
四
冊
長
３
３
５
４
７
７
１
８
０

１
９
１

通
論

佃
幼
幼
精
義
三
巻
附
名
称
義
略
一
巻
（
遠
西
）
扶
歌
蘭
度
撰
（
遠
西
）
薩
窟
設
訳

（
日
）
堀
内
寛
忠
龍
重
訳
日
本
弘
化
二
年
（
］
②
念
）
青
黎
閣
刻
本
一
冊
長
３
３
５

１９９
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泥
鍼
灸
則
一
巻
（
日
）
菅
沼
撰
民
国
二
十
五
年
（
］
①
患
）
寧
波
東
方
鍼
灸
書
局
鉛

印
本
一
冊
４
８
１
４
７
４

門
鍼
灸
経
験
方
一
一
巻
（
朝
鮮
）
許
任
撰
日
本
享
保
十
年
（
］
目
、
）
大
坂
刻
本
二

冊
長
０
２
４
４
７
２

灸
怯

別
備
急
灸
法
一
巻
（
宋
）
張
喚
撰
清
光
緒
十
六
年
（
］
＄
Ｓ
上
杭
羅
氏
日
本
景
宋

刻
本
一
冊
３
６
３
０
２
７

田
又

皿
又

別
又

別
又

朗
又

朋
黄
帝
明
堂
灸
経
三
巻
（
日
）
小
谷
正
一
修
補
民
国
二
十
八
年
（
ご
ろ
）
油
印
本

一
冊
４
３
９
２
１
４

河
●
神
応
経
一
巻
（
明
豊
城
）
陳
会
撰
日
本
正
保
一
一
年
（
』
匿
巴
田
原
仁
左
衛
門

刻
本
一
冊
長
３
３
５
４
３
１

市
鍼
灸
要
旨
一
一
一
巻
一
名
鍼
灸
素
難
要
旨
（
明
四
明
）
高
武
纂
（
日
）
法
橋
岡
本
一

抱
子
重
訂
清
末
上
海
楽
善
堂
重
刻
宝
暦
三
年
本
一
冊
５
３
８
９
８
８

冊
又
二
冊
長
０
０
６
６
２
８

両
鍼
灸
要
旨
三
巻
（
明
四
明
）
高
武
纂
（
日
）
法
橋
岡
本
一
抱
子
重
訂
民
国
一
一
十

年
（
］
葛
」
）
上
海
中
医
書
局
影
印
本
（
影
印
古
本
医
学
叢
書
第
一
一
集
）
二
冊
４
８

２
９
２
２
１
２
３

師
灸
点
図
解
一
巻
（
日
）
住
名
撰
抄
本
一
冊
長
３
８
２
６
８
３

（
太
乙
神
鍼
）

経
絡

肌
十
四
経
発
揮
一
一
一
巻
（
元
許
昌
）
滑
寿
撰
日
本
刻
本
一
冊
長
３
８
２
６
８
４

爾
穴

的
経
穴
蟇
要
五
巻
（
日
）
小
阪
営
昇
（
元
祐
）
撰
日
本
文
化
一
一
一
年
（
］
、
三
）
刻
本

二
冊
長
４
８
５
４
０
７
１
０
８

帥
○
経
穴
纂
要
五
巻
（
日
）
小
阪
営
昇
（
元
祐
）
蟇
日
本
文
化
七
年
（
］
、
Ｓ
）
東

都
万
笈
堂
刻
本
（
日
本
文
）
五
冊
長
３
８
８
３
６
２
１
６
６

Ⅶ
○
経
穴
彙
解
八
巻
（
日
）
原
昌
克
輯
日
本
文
化
四
年
（
岳
三
）
叢
桂
亭
刻
本
八

冊
長
３
３
５
３
８
６
１
９
３

養
生
之
属

綜
合

叩
衛
生
工
事
新
論
一
巻
（
日
）
南
部
常
吹
郎
撰
（
清
呉
県
）
包
公
毅
訳
清
光
緒
二

十
九
年
（
已
皀
）
広
智
書
局
鉛
印
本
一
冊
長
４
２
３
８
０
５

冊
心
身
強
健
之
秘
訣
一
巻
（
日
）
藤
田
霊
斎
撰
（
民
国
）
徐
雲
訳
民
国
一
一
年
（
己
屋
）

鉛
印
本
（
衛
生
叢
書
）
｜
冊
４
４
０
７
６
９

叫
又
一
冊
４
４
０
７
７
０

冊
又
一
冊
４
４
０
７
７
１

冊
又
一
冊
４
４
０
７
７
２

Ｗ
又
一
冊
４
４
０
７
７
３

朋
又
一
冊
４
４
０
７
７
４
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川
又
一
冊
５
９
０
６
９
６

〈
○
肺
学
輯
要
三
巻
（
日
）
丹
波
元
簡
撰
日
本
天
保
八
年
（
］
画
冒
）
刻
本
〉

太
素
豚

Ⅲ
●
喫
太
上
天
宝
太
素
張
神
仙
豚
訣
玄
微
綱
領
宗
統
七
巻
（
唐
）
張
太
素
撰
日
本

承
応
一
一
年
（
］
の
田
）
翻
刻
明
万
暦
一
一
十
七
年
（
］
沼
①
）
劉
氏
安
正
堂
刻
本
一
一
冊
３

９
８
３
７
９
１
８
０

（
四
診
八
間
）

（
導
引
気
功
）

（
按
摩
推
掌
之
属
）

診
断
之
属

豚
経

的
人
元
肺
影
帰
指
図
説
二
巻
（
晋
高
平
）
王
叔
和
輯
（
明
鹿
城
）
沈
際
飛
重
訂
日

本
刻
本
一
冊
長
３
３
５
４
８
１

Ⅲ
●
石
頭
老
人
診
宗
三
昧
一
巻
（
清
）
張
悼
撰
（
清
）
張
悼
等
編
日
本
文
化
元
年

（
屋
云
）
翻
刻
本
一
冊
３
１
１
６
３
９

Ⅲ
又
一
冊
５
３
１
９
９
３

Ｍ
○
豚
学
輯
要
三
巻
（
日
）
丹
波
元
簡
撰
日
本
寛
政
七
年
（
］
己
、
）
聿
修
堂
刻
本

一
冊
長
３
３
５
４
２
８

川
又
一
冊
長
４
４
０
３
６
９

Ｍ
又
一
冊
３
４
７
９
２
７

舌
診 （
望
診
）

Ⅲ
傷
寒
舌
鑑
一
巻
（
情
長
洲
）
張
登
（
誕
先
）
撰
日
本
文
化
元
年
（
冨
三
）
翻
刻

本
合
冊
３
１
１
６
４
０

（
其
他
診
法
）

Ⅲ
漢
訳
診
病
奇
咳
二
巻
（
日
）
丹
波
苣
庭
撰
清
光
緒
十
四
年
（
屋
霊
）
四
明
王
氏

日
本
鉛
印
本
一
一
冊
４
７
６
９
Ｏ
８
ｌ
Ｏ
９

川
又
二
冊
５
５
５
９
０
８
１
０
９

蔵
象
与
病
理
病
機
学
之
属

蔵
象
与
骨
度

Ⅲ
全
体
新
論
不
分
巻
（
英
国
）
合
信
氏
（
情
南
海
）
陳
修
堂
合
撰
日
本
安
政
四
年

（
］
、
ヨ
）
翻
刻
情
成
豊
元
年
（
］
器
』
）
本
一
一
冊
長
０
１
８
９
４
４

〈
○
正
骨
範
二
巻
（
日
）
二
宮
献
撰
日
本
文
化
五
年
］
９
ｍ
刻
本
〉

諸
病
源
候

Ⅲ
●
重
刊
巣
氏
諸
病
源
候
総
論
五
十
巻
（
晴
）
巣
元
方
撰
日
本
正
保
一
一
年
（
］
重
の
）

上
村
次
郎
右
衛
門
刻
本
三
冊
４
０
５
０
４
６
１
４
８

中
医
生
理

Ⅲ
生
理
衛
生
学
不
分
巻
（
日
）
斎
田
功
太
郎
撰
（
清
江
陵
）
田
呉
招
訳
清
光
緒
年

間
漢
川
劉
氏
六
古
軒
刻
本
一
冊
長
３
８
１
３
８
０

（
中
医
病
理
）

本
草
之
属

綜
合
本
草

Ⅲ
●
神
農
本
草
経
三
巻
序
録
一
巻
孜
異
一
巻
（
日
）
森
立
之
輯
日
本
嘉
永
七
年

（
岳
匿
）
森
氏
温
知
薬
室
刻
明
治
間
刻
本
（
書
名
拠
書
名
葉
）
’
一
一
冊
３
１
１
８
３
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４
１
３
６

究
川
〔
唐
巻
子
本
新
修
〕
本
艸
二
十
巻
補
輯
一
巻
（
原
開
巻
一
至
一
「
六
至
十
一
、
＋

柵
六
）
（
唐
）
李
動
等
修
清
光
緒
十
五
年
（
屋
＄
）
徳
清
傅
氏
日
本
影
刻
本
一
一
冊
長

敵
０
１
８
９
１
８

肺
朏
経
史
証
類
大
観
本
草
三
十
一
巻
（
宋
成
都
）
唐
慎
微
撰
（
審
一
一
一
一
口
）
蟇
日
本
明
和

六
年
（
］
「
＄
）
江
都
医
官
望
氏
翻
刻
元
大
徳
六
年
（
屋
Ｓ
）
宗
文
書
院
本
一
一
○
冊
３

９
８
４
４
３
１
１
４
６
２

Ⅲ
本
草
綱
目
五
十
二
巻
図
三
巻
奇
経
人
脈
老
一
巻
瀕
湖
脈
学
一
巻
（
明
）
李
時
珍

撰
日
本
刻
本
三
八
冊
４
４
０
０
０
８
１
４
５

Ⅲ
本
経
逢
原
四
巻
畉
巻
一
一
（
情
長
洲
）
張
珊
（
路
玉
）
撰
日
本
文
化
元
年
（
屍
室
）

思
徳
堂
刻
本
三
冊
５
３
１
９
９
０
１
９
２

Ⅲ
本
経
逢
原
四
巻
（
情
長
洲
）
張
珊
（
路
玉
）
撰
日
本
文
化
元
年
（
尻
重
）
思
徳

堂
刻
本
四
冊
３
１
１
４
０
９
１
１
２

（
食
物
本
草
）

（
炮
制
）

鑑
別

Ⅲ
｜
本
堂
薬
選
三
春
附
録
一
巻
続
編
一
巻
（
日
）
香
川
修
徳
撰
日
本
享
保
十
六
年

（
］
ご
）
文
泉
堂
刻
本
四
冊
長
３
３
５
３
１
２
１
１
５

Ⅲ
●
本
草
綱
目
補
物
品
目
録
二
巻
（
日
）
後
藤
光
生
輯
日
本
宝
暦
二
年
（
弓
呂
）

東
都
桜
田
和
泉
町
書
津
鶴
本
平
蔵
刻
本
一
冊
長
３
３
５
３
７
５

皿
●
本
草
綱
目
補
物
品
目
録
後
編
三
巻
（
日
）
後
藤
光
生
輯
（
日
）
黒
弘
林
補
日

本
寛
政
元
年
（
］
ョ
①
）
稿
本
一
一
一
冊
長
３
３
５
３
７
２
１
７
４

図
譜

皿
紹
興
校
定
経
史
証
類
備
急
本
草
書
五
巻
（
宋
）
高
紹
功
等
撰
附
紹
興
校
定
本
草

解
題
一
巻
（
日
文
）
（
日
）
中
尾
万
一
一
一
撰
昭
和
八
年
（
ご
巴
）
東
京
春
陽
堂
影
印

本
六
冊
長
０
１
８
９
２
３

町
紹
興
校
定
経
史
証
類
備
急
本
草
画
五
巻
（
宋
）
高
紹
功
等
撰
日
本
紗
本
有
元

和
江
氏
霊
鵜
閣
所
蔵
書
籍
記
五
冊
３
９
５
２
８
２
１
８
６

皿
本
草
図
譜
九
十
一
一
一
巻
存
巻
一
一
一
十
至
一
一
一
十
一
一
一
、
’
一
一
十
五
至
一
一
一
十
八
（
日
）
岩
崎
常

正
日
本
伝
紗
彩
絵
本
八
冊
長
０
２
５
６
６
２

〈
○
草
木
図
説
前
篇
一
一
十
巻
（
日
）
飯
沼
長
順
撰
日
本
明
治
七
年
］
の
尋
平
林
荘
刻

本
、
存
八
巻
１
２
～
８
，
１
８
〉

（
雑
著
）

（
西
薬
）

方
剤
之
属

歌
訣
便
読

Ⅲ
薬
性
提
要
歌
訣
一
巻
（
清
呉
江
）
郭
学
供
（
竹
燕
）
民
国
九
年
（
ご
ｍ
ｅ
呉
江

柳
氏
紗
本
一
冊
長
Ｏ
Ｏ
６
６
５
４

価
薬
性
提
要
一
巻
（
口
）
供
名
撰
日
本
文
化
四
年
（
］
き
「
）
慶
元
堂
刻
本
一
冊
５

皿
●
質
問
本
草
内
篇
四
巻
外
篇
四
巻
附
録
一
巻
（
琉
球
）
呉
継
志
撰
日
本
天
保
八

年
（
］
、
己
薩
摩
府
学
刻
本
五
冊
長
３
３
５
４
３
３
１
３
７

皿
香
字
紗
一
巻
（
日
）
快
名
輯
民
国
一
一
一
十
年
（
」
置
］
）
拠
日
本
写
本
伝
紗
二
冊
長

４
７
５
６
７

４
２
２
２
１
２
１
１
３
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歴
代

伽
薬
治
通
義
輯
要
一
一
巻
（
日
本
）
丹
波
元
堅
撰
民
国
一
一
年
（
ご
】
四
）
成
都
存
古
書

局
刻
本
一
冊
４
７
３
０
８
４

Ⅲ
●
薬
治
通
義
十
二
巻
（
日
）
丹
波
元
堅
撰
日
本
天
保
十
年
（
］
雷
①
）
刻
本
五

冊
３
９
５
２
７
７
１
８
１

晋
唐

Ⅲ
重
訂
肘
後
百
一
方
八
巻
（
晋
句
容
）
葛
拱
（
稚
川
）
撰
（
梁
丹
陽
）
陶
弘
景
（
隠

居
）
補
日
本
宝
暦
七
年
（
］
『
臼
）
摂
陽
書
林
刻
本
巻
一
一
一
巻
四
紗
配
四
冊
５
６
０

６
０
３
１
０
６

川
重
刊
孫
真
人
備
急
千
金
方
二
一
十
巻
（
唐
華
原
）
孫
思
遡
撰
日
本
天
明
五
年

（
弓
、
、
）
刻
本
三
一
冊
４
３
９
９
３
０
１
６
Ｏ

川
重
刊
孫
真
人
備
急
千
金
方
三
十
巻
（
唐
華
原
）
孫
思
遡
撰
（
宋
）
林
億
等
校
正
日

本
寛
政
十
一
年
（
己
①
①
）
平
安
後
藤
敏
刻
本
三
一
冊
長
３
３
５
２
０
５
１
３
５

Ｍ
重
刊
孫
真
人
備
急
千
金
方
三
十
巻
存
巻
六
至
一
一
一
十
（
唐
華
原
）
孫
思
遡
撰
日

本
寛
政
十
一
年
（
］
ご
Ｃ
）
京
都
刻
本
一
一
六
冊
３
８
９
６
９
６
１
７
２
１

伽
備
急
千
金
要
方
三
十
巻
附
考
異
一
巻
（
唐
華
原
）
孫
思
遡
撰
（
宋
）
林
億
等
校

正
考
異
（
日
）
多
紀
元
堅
等
撰
日
本
嘉
永
一
一
年
（
］
量
①
）
江
戸
医
学
拠
北
宋
本
景

刻
三
四
冊
長
４
０
３
０
０
９
１
４
２

Ｍ
備
急
千
金
要
方
一
一
一
十
巻
畉
巻
一
一
十
六
至
三
十
（
唐
華
原
）
孫
思
遡
撰
（
宋
）
林

億
等
校
正
日
本
嘉
永
一
一
年
（
］
の
ち
）
江
戸
医
学
拠
北
宋
本
景
刻
一
○
冊
４
３
９
０

８
４
１
９
３

Ⅳ
備
急
千
金
要
方
一
二
十
巻
附
考
異
一
巻
（
唐
華
原
）
孫
思
遡
撰
（
宋
）
林
億
等
校

川
又
一
一
○
冊
４
３
９
０
９
４
１
１
１
３

Ｍ
千
金
翼
方
三
十
巻
（
唐
華
原
）
孫
思
遡
撰
（
宋
）
林
億
等
校
正
日
本
江
戸
医
学

拠
元
大
徳
本
景
刻
清
光
緒
四
年
（
」
田
、
）
長
洲
麟
瑞
堂
得
版
重
印
本
八
冊
長
６
５

５
４
７
０
１
７
７

Ｍ
又
八
冊
３
４
７
０
６
７
１
７
４

Ｍ
千
金
翼
方
三
十
巻
（
唐
華
原
）
孫
思
遡
撰
（
宋
）
林
億
等
校
正
日
本
文
政
十
一
一

（
冨
巴
）
年
景
刻
元
大
徳
本
〔
清
光
緒
四
年
（
］
ミ
、
）
版
帰
上
海
印
刷
〕
八
冊
長

Ｏ
１
７
７
Ｏ
３

陥
千
金
翼
方
一
一
一
十
巻
（
唐
華
原
）
孫
田
し
遡
撰
（
宋
）
林
億
等
校
正
（
明
金
均
一
）
王

肯
堂
（
宇
泰
）
等
重
校
日
本
明
和
六
年
（
］
『
＄
）
鹿
門
華
本
重
刻
本
一
一
一
一
冊
長
３

３
５
１
９
２
１
２
０
４

川
重
訂
唐
王
一
壽
へ
先
生
外
台
秘
要
方
四
十
巻
（
唐
）
王
壽
（
鄙
人
）
撰
（
日
）
山
脇

正
考
異
（
日
）
多
紀
元
堅
等
撰
日
本
嘉
永
一
一
年
（
］
塁
①
）
江
戸
医
学
拠
北
宋
本
景

刻
清
光
緒
四
年
（
〕
四
ｍ
）
得
版
上
海
印
本
一
一
一
冊
３
４
７
０
７
５
１
８
６

川
備
急
千
金
要
方
三
十
巻
附
考
異
一
巻
（
唐
華
原
）
孫
思
遡
撰
（
宋
）
林
億
等
校

正
考
異
（
日
）
多
紀
元
堅
等
撰
日
本
嘉
永
一
一
年
（
」
望
①
）
江
戸
医
学
拠
北
宋
本
景

刻
清
光
緒
四
年
（
］
召
、
）
得
版
蘇
州
印
本
一
二
冊
長
Ｏ
１
７
７
Ｏ
２

川
又
一
二
冊
長
６
５
５
４
５
８
１
６
９

Ⅲ
千
金
翼
方
三
十
巻
千
金
要
方
一
一
一
十
巻
附
考
異
一
巻
（
唐
華
原
）
孫
思
遡
撰
（
宋
）

林
億
等
校
正
考
異
（
日
）
多
紀
元
堅
等
撰
日
本
江
戸
医
学
拠
北
宋
本
景
刻
要
方
拠

北
宋
本
景
刻
清
光
緒
四
年
（
］
雪
巴
長
洲
麟
瑞
堂
得
版
重
印
本
一
一
四
冊
長
４
０
２

３
６
３
１
８
６
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尚
徳
校
日
本
延
享
三
年
（
］
「
念
）
平
安
養
寿
院
刻
本
一
一
四
冊
長
３
３
５
３
１
６
１

３
ｇ宋
金
一
兀

川
普
済
本
事
方
十
巻
続
集
十
巻
（
宋
）
許
叔
微
撰
日
本
享
保
一
一
十
一
年
（
己
霊
）

大
坂
向
井
入
三
郎
刻
本
五
冊
３
８
９
６
９
１
１
９
５

Ⅲ
又
五
冊
３
４
７
０
９
８
７
１
９
１

Ｍ
又
五
冊
長
３
３
５
３
６
７
１
７
１

川
●
局
方
発
揮
一
巻
（
元
義
烏
）
朱
震
亨
撰
日
本
元
禄
二
年
（
〕
①
忠
）
書
庫
武
村

新
兵
衛
刻
本
一
冊
長
３
３
５
４
３
２

Ⅲ
南
北
経
験
医
方
大
成
紗
十
巻
一
名
医
方
大
成
論
紗
（
日
）
埜
釈
玄
幽
輯
日
本

慶
安
二
年
（
］
①
毛
）
林
甚
右
衛
門
刻
本
五
冊
４
１
４
６
２
２
１
２
６

（
明
）

清

皿
○
験
方
新
編
十
八
巻
快
名
輯
清
光
緒
十
八
年
（
］
窓
口
）
日
本
横
浜
中
華
会
館
鉛

印
本
一
冊
６
１
３
３
９
０

旧
験
方
新
編
十
八
巻
民
国
日
本
横
浜
中
華
会
館
鉛
印
本
一
冊
４
４
０
６
４

８

（
民
国
）

（
歌
訣
）

（
成
方
薬
目
）

外
国

〈
○
医
心
方
三
十
巻
附
札
記
一
巻
〈
日
〉
丹
波
康
頼
撰
日
本
安
政
元
年
刻
本
〉

〈
○
医
心
方
三
十
巻
附
札
記
一
巻
〈
日
〉
丹
波
康
頼
撰
日
本
万
延
元
年
刻
本
〉

川
諸
病
主
薬
一
巻
附
十
四
経
穴
分
寸
歌
一
巻
傍
通
訣
一
巻
（
日
）
尾
張
医
学
館
輯

日
本
天
保
十
一
一
年
（
］
二
」
）
刻
本
一
冊
長
９
０
２
０
２

胱
吐
方
考
一
巻
（
日
）
独
嚥
庵
撰
民
国
一
一
十
五
年
（
」
雷
っ
）
上
海
国
医
書
局
鉛
印

本
（
国
医
小
叢
書
）
｜
冊
５
０
６
９
４
３

価
又
一
冊
５
４
８
１
０
８

町
○
喫
狗
傷
考
一
巻
附
録
一
巻
（
日
）
原
昌
克
（
子
柔
）
撰
日
本
天
保
七
年
（
］
缶
①
）

青
華
閣
刊
本
（
叢
桂
亭
随
筆
之
二
一
冊
長
３
８
２
６
８
２

佃
観
聚
方
要
補
十
巻
（
日
）
丹
波
元
簡
輯
日
本
文
政
二
年
（
］
の
己
）
聿
修
堂
刻
本

一
○
冊
長
３
３
６
７
２
０
１
２
９

Ｍ
良
方
不
分
巻
快
名
輯
日
本
鉛
印
本
一
冊
長
０
２
４
４
７
３

（
方
剤
学
）

医
案
之
属

Ⅷ
●
石
山
居
士
医
按
八
巻
（
明
祁
門
）
汪
機
（
省
元
）
撰
日
本
元
禄
九
年
（
］
＄
①
）

大
坂
渋
川
清
右
衛
門
刻
本
八
冊
４
０
５
１
３
６
１
４
３

Ⅲ
建
殊
録
一
巻
附
録
一
巻
（
日
）
巖
恭
撰
日
本
文
政
十
一
年
（
屋
呂
）
刻
本
一

冊
長
３
８
２
６
８
５

医
話
之
属

皿
（
刻
医
無
間
子
）
医
貫
六
巻
一
名
趙
氏
医
員
（
明
）
趙
献
可
撰
日
本
読
秀
堂

刻
本
六
冊
長
７
４
９
６
３
６
１
４
１

Ⅲ
●
王
宇
泰
医
辨
三
巻
（
明
）
王
宇
泰
撰
日
本
元
禄
五
年
（
」
＄
囚
）
刻
本
一
一
一
冊
長

３
３
５
３
５
０
１
５
２
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鉛
印
本
一

医
史
之
属

Ⅲ
皇
漢
医
学
孔
記
不
分
巻
（
民
国
）
蒋
国
華
輯
紗
本
一
冊
４
９
０
５
８
１

朏
錦
嚢
秘
録
不
分
巻
抄
本
４
４
２
５
０
５

川
○
医
学
院
学
範
三
巻
（
日
）
畑
柳
安
惟
和
撰
日
本
天
明
六
年
（
弓
霊
）
平
安
医

学
院
刻
本
一
一
冊
長
３
３
６
１
４
８
１
４
９

Ⅲ
○
藤
氏
医
談
一
一
巻
（
日
）
近
藤
明
隆
昌
撰
日
本
享
和
三
年
（
屋
＆
）
柳
原
積
玉

圃
・
森
本
文
金
堂
合
刻
本
一
冊
長
３
３
５
１
０
８

Ⅲ
又
二
冊
長
３
８
２
６
８
７
１
８
８

Ⅲ
又
一
一
冊
３
９
８
３
９
１
１
９
２

川
医
要
略
説
一
一
一
巻
（
日
浪
華
）
岡
吉
（
敬
安
）
撰
日
本
天
保
二
年
（
〕
田
］
）
玉
淵

堂
刻
本
三
冊
５
５
５
０
４
０
１
４
２

Ⅲ
医
則
発
揮
五
巻
（
日
）
河
津
卓
子
立
撰
日
本
嘉
永
五
年
（
屋
呂
）
日
新
塾
刻
本

肺○｜証治古一一一一口｜｜巻

Ｏ
４
６
４
８
ｌ
４
９

ｍ
医
事
啓
源
不
分
巻

川
医
則
発
揮
五
巻
（
日
）
河

四
冊
５
５
５
０
４
３
１
４
６

皿
随
医
雑
話
一
巻
（
日
）
末

３
３
５
４
３
０

川
東
医
寿
世
保
元
四
巻
（
朝
鮮
）
金
容
俊
撰
日
本
大
正
十
年
（
］
①
巴
）
博
文
書
館

鉗
印
本
一
冊
４
９
２
７
９
８

川
西
医
指
要
一
巻
（
日
）

｜
冊
長
０
２
２
４
４
７
５（
日
）
江
友
益
輯
伝
紗
日
本
寛
政
元
年
（
］
「
ご
）
本
一
一
冊
４

（
日
）
今
邨
亮
（
祇
卿
）
撰
日
本
文
久
一
一
年
（
］
、
ｓ
）
敬
業

今
村
亮
撰
日
本
明
治
十
年
（
］
、
。
）
勿
誤
薬
室
鉛
印
本

木
村
良
撰
日
本
明
治
十
九
年
（
］
の
霊
）
刻
本
一
冊
長

館
石
印
本
一
冊
５
６
６
０
４
１

ｍ
又
一
冊
５
６
８
２
９
５

川
○
医
謄
一
一
一
巻
附
録
一
巻
（
日
）
櫟
蔭
拙
者
撰
日
本
文
化
六
年
（
］
、
二
）
東
都
青

雲
堂
刻
本
一
一
一
冊
長
３
３
５
４
６
８
１
７
０

Ⅲ
医
学
講
習
会
日
程
（
日
）
快
名
輯
稿
本
一
冊
長
４
６
１
０
７
９

Ⅲ
○
医
官
玄
稿
一
一
一
巻
（
日
）
望
一
一
一
英
撰
日
本
宝
暦
三
年
（
］
「
認
）
刻
本
撰
人
原

題
鹿
門
山
人
四
冊
３
９
８
３
８
７
１
９
Ｏ

川
又
四
冊
長
３
８
２
６
８
９
１
９
２

（
雑
著
之
属
）

（
法
医
之
属
）

（
獣
医
之
属
）
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